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東 アジアの都城史研究は,中 国や 日本 においてすでに多 くの研 究蓄積 を有 してい
る。文献史料 の分析か ら始 まった研究 当初 において,日 本 の平城京や平安京のモデ
ル として比較の対象 となったのは,い うまでもなく中国隋唐 時代の長安城 であった(1)。
1960年 代後半以降,日 本 にお ける古代都 城の平城京遺跡や藤i原京遺跡 を中心 とし
た考古学的発掘調査の著 しい進展 は,平 安京以前の 日本古代都城 の姿 を現代に甦 ら
せて くれ た。 こうした中で,日 本 の古代都城の源流 は,よ り遡って長安城 以前の中
国や朝鮮 の都城 に求 められ るよ うにな った。北魏 の洛 陽城や東魏 の鄰都南城,東 晋
の建康城 な どが新たに都城比較 の対象 として取 り上 げ られた(2)。一方,中 国で も1950
年代 末か ら長安城や洛陽城 の考古学的発掘が始まった。 この よ うに して進 め られ た
中国 と 日本 の都城史研 究では,隋 唐長安城 は中国の都城プ ランの集大成 と目され る
場合 が多かった。そ もそ も日本で は,都 城制研 究は古代史特有のテーマ として設定
され,中 世 史まで及ぶ こ とはなかった(3)。中世 の城館や近世の城郭 は,古 代 の都城
とは断絶 していた。
しか しなが ら中国では,都 城制が隋唐 以後 も皇帝権力 を支える舞台 として存続 し,
みやこ
発展 してい った。日本の都城制研究では,主 に都 とい う点 に光が当て られ る一方 で,
あま り注 目され なかった城壁 が,中 国の場合 には,都 市 と郊外 を分かつ物理 的牆壁
として重視 されて20世 紀半ばまで存在 していた。このた め,都 市を表す言葉 として
「城市」 がいまだ に一般 的に用い られてい る。 ある意味では,都 城制の観念 がいま
も生 き続 けてい るとさえ言 えるか も しれない(4)。
こうした 中世 ・近世以降の都城 をめ ぐる中国 と日本 との分岐を前提 として,古 代
東 アジアの都城制研 究を振 り返 る と,研 究課題 を共有 しなが ら蓄積 された膨大 な研
究成果 に圧倒 されつつ も,中 世史や近世史ではその研究視 角の差異 に途惑 いを感 じ
るこ とも多 い。例 えば,隋 唐 の長安城 をその整然 とした グ リッ ドプランか ら都城の
モデル として捉 えるのみな らず,無 意識の うちに都城制の到達点 と見 るよ うな傾 向
もそ の一つ である。唐 の長安城以後 も,中 国では都城制は展 開 し続 けた。従 って,
長安城 は決 して中国都城 の完成形態 ではな く都城制のなかの一到達点(5)にす ぎない
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とい う,当 然 の事実が忘れ去 られてい るよ うに思 われ る。
本稿 で取 り上 げる 「皇城」の問題 も,中 国における都城 制の展 開を辿 る うえで格
好の素材 を提供 して くれ る。 一般 に隋唐時代における皇城 は,中 央官庁 と宗廟 ・社
稷の所在地 として説 明 され ることが多い(6)。陳橋驛主編 『中国都城辞典』では,「総
類」の中に 「皇城制度」 の1項 目を立て,以 下のよ うな説明を加 えてい るので,和
訳の うえ紹 介 しよ う。
都城 制度 の一つ。隋朝に始 まる。文献の記載 によれば,隋 の文帝楊堅が尊卑
や 内外 を厳格 に区別 して民 と雑処 させない ように,特 に宮城 外に皇城 を築 いて,
宗廟 ・社稷 お よび中央官庁を皇城 内に入れて宮城 の藩屏 とした ことか ら,皇 城
制度 が創設 され た。 この制度 は,古 代の 「左祖右社」の制 を一歩進展 させた も
ので,そ の創設 は皇帝 の文武官僚 に対す る集 中管理 と施政発布 に対 し確か に有
利 に働 いた。 これ 以後,唐 ・宋 ・元 ・明 ・清の諸王朝 はともに この制度 を沿用
した(p.10,徐 吉軍執筆)。
都城制 の一つ として皇城の出現(7)に注 目したそ の慧眼に敬服す る とともに,皇 城
を宗廟 ・社稷や 中央官庁が置かれた空間 として のみ理解す る点 には若干 の違和感が
残 る。
明清 の都城 を研究対象 とす る立場か らみる と,皇 城 とは,外 朝 と内廷か らなる宮
城全体 を取 り囲む空間であ り,祖 先祭 祀の太廟や王朝儀 礼に関わる社稷壇 がその前
面に置 かれ る とともに,広 大な面積 を占め る庭 園の存在や皇帝 の公私 にわた る生活
を支える工房や倉庫群の存在す る ところであった。ImperialCityと 英訳 され ること
か らも明 らかなよ うに,文 字 どお り皇帝権 の存在 と密接 に関わる空 間であった。 か
えって隋唐 長安城 の皇城 において主要な要素 として位置づけ られていた中央官庁 は,
北京城 では皇城 内には含まれず,皇 城外の南側 に配置 されていた。
また皇城 内は,皇 帝権 と直接 に関わるた めに,庶 民が入 ることを許 され ない空間
で あった(8)。紫禁城 と呼ばれ る宮城 は,朝 臣です ら容易 に入れ ない空間 と して厳 し
い 出入制 限の もとに置 かれていた。皇城 の空間 も門禁 によって同様 に厳 しく取 り締
ま られていた(9)。本稿 では,こ うした皇帝権 に関わ る空 間 としての皇城の成立 につ
いて,近 世 中国の都城制 の展開のなかで跡づ けることに したい。
1.隋 唐 長 安 城 に お け る皇 城 の 出現
宮 と城 と郭 に よっ て構 成 され て い た 中 国 の都 城 にお い て,宮 城 とは別 に 「皇 城 」
とい う固 有 の 空 間 が 出現 した の は,そ れ ほ ど古 くま で 遡 る こ とが で き るわ け で は な
い(lo)。す で に述 べ た よ うに,隋 唐 時 代 の こ とで あ った。 隋 唐 の長 安 城 は,一 般 には
三重 構 造 と して 説 明 され るこ とが 多 い が,厳 密 に言 え ば宮 城 ・皇城(内 城)一 京 城
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(外 郭 城)と い う二 重構 造 か らなっ て い た(11)。宮 城,皇 城,京 城 の順 で 建設 され た(12)
(図1)。 『大 唐 六典 』 に は,
皇城 は京 城 の 中 に在 り 〔東 西 は五 里 一 百 一 十 五歩,南 北 は三 里 一 百 四十 歩,今
これ を子城 と謂 う〕。南 面 は 三 門 あ り,中 は朱 雀 と 日い,左 は安 上 と日い,右 は
含 光 と 日 う 〔以 下,割 註 はす べ て 省 略 〕。東 面 は二 門 あ り,北 は延 喜 と日い,南
は景風 と 日 う。 西 面 は二 門 あ り。 北 は安 福 と日い,南 は順 義 と 日 う。 其 の 中,
図1 隋 大 興一 長 安 平 面 図(傅 熹年2001)
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左 は宗 廟,右 は社 稷 な り。 百僚 の廨 署 は其 の 間 に列 な る。 凡 そ省 六,寺 九,臺
一 ,監 四,衞 十有 八 。 東 宮 の官 屬 は,凡 そ府 一,坊 三,寺 三,率 府 十(13)。
とあ り,皇 城 に つ い て比 較 的 詳 しい説 明 を加 えて い る。
京 城 内 に位 置 す る皇 城 は,東 西5里115歩,南 北3里140歩 か らな る空 間 で あ っ
た。南 面 に は朱 雀 ・安 上 ・含 光 の3門,東 面 に は延 喜 ・景 風 の2門,西 面 に は安 福 ・
順 義 の2門 が 設 け られ た 。 北 面 の 門 につ い て は全 く言 及 して お らず,存 在 して い な
か った と考 え られ る。
長 安城 の 場 合,宮 城 と皇 城 とで一 つ の 「内城 」 が構 成 され て お り,皇 城 の 北 面 に
あた る皇 城 部 分 と宮城 部 分 の 問 に は 隔壁 は な く,た だ1本 の横 街 で 隔 て られ て い る
だ けで あ っ た(14)(図2)。 そ の意 味 で は,厳 密 に言 えば 皇城 は宮 城 に附 属 して お り,
独 立 した空 間 と して は成 立 して い な か った と見 なす こ ともで き る。皇城 は,『 大 唐 六
典』 の李 林 甫 等 の註 記 に もあ る よ うに,唐 代 の半 ば 「子 城 」 と呼 ばれ てい た(15)。 こ
の 「子城 」 とい う俗 称 は,そ の こ と を意 味 して い る で あ ろ う(16)。なお,『 隋 書 』 の
中に は 「皇 城 」 の用 例 は 見 あ た らず,こ の空 間 が建 設 当初 か ら 「皇城 」 と呼 ばれ て
い た か ど うか につ いて は,今 の と ころ確 認 で きて い ない 。
皇城 の 中 に は,東 側 に宗廟,西 側 に社 稷 が配 置 され,さ らに百 官 の官 庁 が 列 ん で
い た。そ の 内訳 は,6省,9寺,1臺,4監,18衛 で あ る。これ らの官 庁 に加 えて,
皇太 子 の属 僚 が執 務 す る東 宮 の1府,3坊,3寺,10率 府 も存 在 して い た。
実測 で は,東 西 の幅2,820m,南 北 の長 さ1,843mで,面 積 は5.2k㎡ で あ った(17)。
この 皇城 の 空 間 の大 半 を 占め て い た の は,確 か に 中央 官 庁 で あっ た。 しか し,こ こ
で は,『 大 唐 六 典 』が皇城 の 中 の建 物 と して 最初 に宗 廟 と社 稷 を挙 げ て い る こ とに注
意 してお き た い。
隋唐 の長 安城 以 前 で は,太 廟 と社 稷 は北魏 の洛 陽城 で は 内城 の 中 に,北 斉 の鄰城
で は南 城 内 に置 かれ て い た(18)か ら,宮 城 に隣接 す る皇 城 内 に これ らの祭 祀 施 設 を置
い た の は新 しい試 み で あっ た。
さて,皇 城 内 の 中央 官 庁 街 の 出現 にっ い て は,北 宋 の宋 敏 求 『長 安 志 』 巻7に,
兩 漢 よ り以 後,晋 ・斉 ・梁 ・陳 に至 る まで,並 び に人 家 の宮 闕 の 間 に在 る あ り。
隋 文 帝 以 爲 ら く民 に 便 な らず,と 。 こ こに於 い て皇城 の 内,唯 だ府 寺 を列 ね,
雜 人 を して居 止せ しめず。公 私 便 あ り,風 俗 齊 肅 す るは,實 に隋 文 の新 意 な り(19)。
と説 明 され て い る。 両 漢 以 来,晋,南 朝 の斉 ・梁 ・陳 にい た るま で,宮 城 門 の間 に
庶 民 の人 家 が建 って いた雑 居 状 態 を改 め,中 央 官 庁 だ け が並 ぶ皇 城 を新 た に設 け た。
これ は隋 の文 帝 の創 意 に か か る もので あ った。 これ に よれ ば,指 定 され た 中央 官 庁
街 の空 間 と して の 「皇 城 」 が,隋 代 の大 興城 に 始 ま っ た こ とが わ か る(20)。 これ は,
指 定居 住 区画 と して の 「坊 」制 や 指 定 商 業 区画 と して の 「市 」 制 の設 置 にみ られ る
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図2長 安 の宮城 ・皇城
(妹 尾 達 彦2001)
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職 能別住 民分布 の特徴(21)と共通す るものであった。
以上の よ うに,隋 唐長安城の皇城 は,そ の主要部分 を中央官庁が 占める点では確
かに官庁街 で あったが,祖 先祭 祀や 土地神 ・穀 物神祭祀 な ど王朝儀礼 にかかわ る太
廟や社稷 も配置 され ていた。皇城 の中に太廟 や社稷 が存在す る点では,の ちの明清
時代 の皇城 とは共通す るものの,太 液池や西苑 のよ うな広大な禁苑 を含 まない点 は,
明清の皇城 と大き く異 なっていた。
2.宋 の 開 封城 の皇 城
宋 の東 京 開封 城 は,宮 城 一 旧城(内 城)一 新城(外 城)の 三重 構 造 か らな っ て い
た(22)(図3)。 旧城,宮 城,新 城 の順 に建 設 整 備 され た(23)。『宋 会 要 輯稿 』187冊,
方 域1,東 京 に は,こ れ らの 三重 構 造 につ い て 次 の よ うに説 明 して い る。
東 京 は唐 の沐 州,梁 建 て て東 都 と爲 す,後 唐 これ を罷 む,晉 復 た 東 京 と爲 す,
國朝 其 の名 に 因 る。 舊 城 は周 回二 十 里 一 百 五十 五 歩,即 ち沐 州 城 な り。 建 中の
初 め,節 度 使 李 勉 が 築 け り。 國朝 以 來,號 して 闕城 と日 う,亦 た 裏 城 と 日 う。
南 は三 門(中 略)。 新 城 は周 回 四十 八里 二百 三 十 三 歩。周 の顯徳 三年,彰 信 節 度
使 韓 通 を して董 役 興 築せ しむ 。國朝 以 來,號 して 國城 と 日 う,亦 た外 城 と 日 う。
又 た羅 城 と日 う。 南 は五 門。(中 略)。 大 内 は 闕城 の西 北 に據 る。 宮 城 は 周 回 五
里,即 ち唐 の宣 武 軍節 度 使 の治 所 な り。 梁 は建 昌宮 を以 てす,後 唐 復 た 宣武 軍
治 と爲 す,晉 は大寧 宮 を爲 る。 國 朝建 隆 三年 五 月,詔 して城 を廣 げ しむ,有 司
に命 じて洛 陽 の宮 殿 を畫 き,圖 を按 じて以 て これ を修 せ しむ,南 三 門。(下略)(24)。
旧城 は周 囲20里155歩 で あ っ た(25)。 旧城 は唐 の沐 州 城 で,節 度 使 李 勉 に よ って
築 かれ た こ とに始 ま る。 五代 後 周 の 応 順2(952)年 正 月 に,京 師 開封府 の羅 城 と し
て整 備 され た(26)。 旧城 は,「 闕城 」 「裏 城(27)」 「内城(28)」 な ど とも呼 ば れ た。
新 城 は,後 周 の 世 宗顕 徳3年(956)よ り築城 が始 ま っ た(29)。当初 は48里233歩
で あ っ た。 宋 代 に入 って,大 中祥 符9年(1016)7月 に増 築 工 事 が始 ま った が,ま
もな く中 断 した。 そ の 後 再 開 して,天 禧2年(1018)3月 に 工事 を終 え て い る(30)。
煕寧8年(1075)に 始 ま っ た改 修 工 事 は,元 豊 元年(1078)10,月 完 了 し,周 囲50
里165(160)歩 に拡 張 され た(31)。新 城 は,「 国城 」「外 城(32)」「羅 城 」 とも呼 ばれ た 。
宮 城 は,周 囲5里 で,南 面 中央 の乾 元 門,そ の東 西 の左 掖 門 ・右 掖 門,東 面 の東
華 門,西 面 の 西華 門,北 面 の拱 宸 門 の6門 が設 け られ て い た。太 祖 の建 隆3年(962)
正 月 に後 周 の皇 城 の東 北 隅 を広 げ て,周 囲5里 の 宮城 が で き上 が っ た(33)。宮 殿 は西
京 洛 陽 を参 考 に して 建 て られ た。
太 宗 の雍 煕2年(985)9月 に楚 王 宮 の 火 災 を契 機 に宮 城 の拡 張 が 計 画 され,殿
前 指 揮 使 劉 延 翰 らに詔 して測 量 を行 わ せ た。 設 計 図 が で き上 が っ た と ころ で,帝 は
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図3北 宋東京外城平 面実 測図(久 保田和男2007)
民居 を移 転 させ るの は 忍 び ない と して,つ い に 中止 を決 めた とい う(34)。
宋 初 に拡 張 され る以 前 は,後 周 の 「皇城 」 の 地 で あ った こ とか ら,宮 城 は皇 城 と
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も呼 ばれ て い た こ とは,以 下 に掲 げ る我 が 国 の成 尋 の 『参 天 台 五 臺 山記 』 に,
今 日皇 城 の 四面 を廻 る。 大 略 そ 人 〔九〕 町 許 り,日 本 の皇 城 の如 し(35)。
とあ る こ とな どか らも窺 える。
唐 ・宋 代 に は皇城 使 や 皇城 司が設 け られ て い た(36)が,唐 代 中期,朱 批 が謀 反 に あ
た っ て置 い た とい う皇城 使 の使 職 はお そ ら く,ひ ろ く宮城 と皇 城 を含 めて 指 して い
た と考 え られ る(37)。五 代 後 唐 の皇 城 使 は,大 内 いわ ゆ る宮 城 に関 わ る使 職 で あった(38)。
入 矢 義 高 ・梅 原 郁 訳 注 『東 京 夢 華 録 』 の 中 で,「 宋 の 開封 宮 城 に は,唐 の長 安 の
よ うに,全 官 庁 が皇 城 と称 され る宮 城 に隣接 した場 所 にま とめ て置 かれ なか った と
こ ろに一 つ の 特色 が あ る(pp.34-35)」 と正 し く指 摘 して い る よ うに,北 宋 の 開封 で
は,宮 城 内 に 置 かれ た 皇 帝 の 日常生 活 を支 えた 内諸 司 の諸 官 庁 を 除 き,外 諸 司 の 官
庁 は 旧城 や 新 城 の坊 巷 中 に散在 してお り,官 庁街 と して ま とめ られ て い たわ けで は
な か っ た(39)。
隋唐 長 安 城 に お いて,新 た に 出現 した 皇城 の 官 庁街 と して の性 格 は宋 代 開封 城 に
は受 け継 が れ な か った 。 も っ と も,隋 唐 初 の長 安城 の都 城 プ ラ ンは,妹 尾 達 彦 が 明
らか に した よ うに安 史 の乱 後 に大 明宮 が皇 帝 の 常居 す る宮 殿 に固 定 す る よ うに な る
と,象 徴 性 よ り生 活機 能 を重 視 した都 城 へ と大 き な改 変 を被 っ た(40)か ら,宋 初 にお
い て 長安 城 の 皇城 を そ の ま まモ デル と しなか った の は 当然 か も しれ な い。
太 廟 は,旧 城 内 の景 霊 宮東 門大 街 の 東 端 に設 け られ て い た(41)。郊 社 も,同 じ く旧
城 内の 尚書 省 前 の横 街 の西 端 に置 かれ て た(42)。太 廟 と郊社 との距 離 は,遠 く離 れ て
い るが,宮 城 正 南 の宣徳 門 前大 街 か らの 距 離 は ほ ぼ等 しく,『 周 礼 』考 工記 に 見 え る
「左 祖右 社 」 の 原 則 と合 致 して い る。
なお,西 京 河 南 府 に も,宮 城(周 回9里300歩),京 城(周 回52里96歩)の ほ
か に,皇 城(周 回18里258歩)が 存 在 して い た(43)。北 面 の 門 が ない こ とか ら,構
造 的 に は長 安 城 の 皇城 に似 て い た と考 え られ る。
以上 の考 察 か ら明 らか な よ うに,北 宋 の皇 城 とは宮 城 の 別 称 で あ っ た。 宮 城 と区
別 され る独 自の空 間 は設 け られ てい なか っ た。 太 廟 や 郊 社 の 置 かれ て い た 旧城 の 中
は,官 庁 街 と して 純 化 して い た わ けで は な く,外 諸 司 の官 庁 は,旧 城 内 と新 城 内 に
散在 してい た。 隋 唐 長 安城 に お いて 新 た に 出 現 した皇 城 の官 庁街 と して の性 格 は,
北宋 の 開封 城 に は全 く継 承 され て はい なか っ た こ とを ここで 確認 して お き た い。
3.金 の 中都 城 の皇 城
金 の 中都 大 興 府 は,皇 城(内 城)一 都 城(大 城)の 二重 構 造 か らな っ て い た(44)。
皇 城 の整 備 は都 城 の拡 張 と同時 に進 め られ た(45)(図4)。
女真 族 の金 朝 は,貞 元 元 年(1153)3,月,第4代 の海 陵 王 完顔 亮 が都 を上 京 会 寧
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図4金 中都 城 垣 平 面 図(北 京市文物研究所1990)
府(現 在 の 黒 龍 江省 阿城 県 白城 子)か ら燕京(現 在 の北 京 市)に 遷 し,「 中都 」 と改
めた 。遷i都 に先 立 ち,天 徳2年(1150)冬 に燕京 城(遼 の南 京)の 改造 に着 手 し,
4年 冬 に は 新 しい 宮 室 が完 成 して い た(46)。清,于 敏 中等 編 纂 『日下 旧聞考 』巻37,
京 城 総 紀 に は,『 元 一 統 志』 の以 下 の よ うな佚 文 を収 めて い る。
天徳 元(三?)年,海 陵 は意 と して 都 を燕 に徙 さん と欲 す 。(中 略)迺 ち左 右 丞
相 張浩 ・張通 〔古 〕・左 丞 蔡 松 年 に命 じて,諸 路 の 民 夫 を調 し,燕 京 を築 か しむ。
制 度 は 沐 の 如 し(47)。
燕 京(の ちの 中都)の 規 格 は,宋 の 沐京 開封 城 に倣 っ て築 かれ た とい う。
燕 京,す なわ ち遼 の南 京 幽都 府(析 津府)は,遼 の五 京 の一 つ で,皇 城(子 城)
と京城(羅 郭)の 二重 構 造 か らな っ て い た。京 城 と皇城 に っ いて,『 遼 史』 地理 志 で
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は 以 下 の よ うに説 明 して い る。
城 は方 三十 六里,崇 さ三 丈,衡 廣 一 丈 五 尺。 敵 樓 ・戰櫓 具 わ る。 八 門,東 は 安
東 ・迎 春 と 日い,南 は開 陽 ・丹 鳳 と日い,西 は顯 西 ・清 晉 と 日い,北 は通 天 ・
挾 拱 と 日 う。 大 内 は西 南 隅 に在 り。 皇 城 内 に景 宗 ・聖 宗 の御 容 殿 二有 り,東 は
宣和 と 日い,南 は大 内 と 日 う。(中 略)門 に樓 閣有 り,毬 場 は 其 の 南 に在 り,東
は永 平 館 と爲 す 。 皇 城 西 門 は顯 西 と日い,設 け るも開 けず 。 北 は子 北 と日 う。
西城 の巓 に涼 殿 有 り,東 北 隅 に燕 角 樓 有 り(48)。
これ に よれ ば,京 城 は周 囲36里 とあ るが,実 際 の 南京 城 の周 囲 は27里 ほ どで あっ
た ら しい(49)。大 内 に あた る皇 城 は,京 城 の西 南 隅 に置 かれ た。皇 城 の 西 南部 分 に は,
会 同3年(940)に 太 宗 耶律 徳 光(堯 骨)の 詔 に よ り涼 殿 が築 かれ た(50)。 南 京 の 皇
城 は,「 子 城 」 とも呼 ばれ る こ とが 多 か った(51)。独 立 した空 間 と して あ ま り意 識 さ
れ て い な か った せ い か,皇 城 の周 囲 の 里数 につ い て は記 録 が残 っ てい な い。 皇城 の
東 側 に宣 和 門,南 側 に は丹鳳 門,西 側 に は顕 西 門,北 に子 北 門 が設 け られ て い た が,
もっ ぱ ら宣 和 門か ら出入 して他 の3門 は 通 常 開 け る こ とは な か っ た とい う(52)。東 北
角 の燕 角 楼 は,広 安 門 大街 南 側 の南 綫 閣 街や や 東 の老 君 地 に あ た る と推 定 され て い
る(53)。
金 の 中都 城 で は,遼 の 南京 の西 城 牆 ・南城 牆 ・東 城 牆 をそ れ ぞれ 拡 張 した 。 北城
牆 は遼 の南 京 以 来 の城 牆 は そ の ま ま用 い た。 金 の 内城 は,遼 の 子城 を踏 襲 した と推
定 され てい る(54)。内城 内 の宮 殿 部 分 も遼 の 南京 を ほ ぼ継 承 し,主 要 な宮 殿 とな る仁
政殿 も遼 代 以 来 の宮 殿 をそ の ま ま用 い てい た(55)。
内城 東 面 か ら中都 城 東 城 牆 ま で は約2,300mの 距 離 が あ り,西 面 か ら西 城 牆 まで
は約1,500m,南 面 か ら南城 牆 ま で は約1,100m,北 面 か ら北 城 牆 ま で は約1,800mの
距 離 が あ っ た(56)。 この た め,都 城 の ほ ぼ 中央,や や 西 南 寄 りに内城 が位 置 す る形 と
な り,都 城 の城 郭 構 造 で は三 重構 造 で は ない もの の,北 宋 の 開封 城 と確 か に 共通 し
て い る。
遼 の 南京 を拡 張 して で き上 が っ た金 の 中都 城 は,周 囲35里 余 り(57)で,形 状 は正
方 形 に近 い が,東 西 が南 北 に比 べ てやや 長 い。調査 デ ー タ に よれ ば,西 城 牆 約4,530m,
南 城 牆 約4,750m,東 城 牆約4,510m,北 城 牆 約4,900mで,合 計18,690m(33里1,027
尺)で あ る(58)。
皇 城 の周 囲 は9里30歩 で あ った。 京城 内 の 中央 や や 西 南 寄 りに位 置 す る。 宋,
宇 文 懋 昭 『大 金 国 志 』巻13,海 陵煬 王本 紀,天 徳2年 に,
冬,諸 路 の 民夫 を發 して燕 京 城 を築 く,蓋 し主密 か に遷 都 の意 有 る な り。(中 略)
乃 ち左 右 丞 相 張 浩 ・張通 古,左 丞 蔡 松 年 を遣 わ し,諸 路 の 夫 匠 を調 し燕 京 の宮




そ の遺 址 は,現 在 の 広安 門外 の 濱河 南 路 の 東 西 附近 に存 す る。1958年 当 時 の 閻文
儒 の調 査 に よれ ば,内 城 の東 牆 は,南 綫 閣街 のや や東 の南 北 直 線 上 に,西 牆 は 白雲
観 鉄 道 西 大 土堆 の南 か ら小 紅廟 村 に至 る南 北 直 線 上 に,南 牆 は 鴨 子 橋 以南 の東 西 直
線 上 に,北 牆 は 白菜 仔 村 北 の東 西 延 長 線 上 に あ った。 そ の東 隅 は 老 君 地 で あ った 。
内城 の周 囲 は,約5,000mで あ っ た(60)。 また 鴨 子橋 関帝 廟 以 北 か ら 白菜 仔 村 一 帯 に
は,建 築遺 址 が1,500m近 く連 続 して 列 な っこ(いた とい う(61)。
皇城(内 城)に っ い て は,『 大金 国志 』 巻33,燕 京 制 度 に,や や 詳 しい 記 述 が残
され て い る。
煬 王,煕 宗 を弑 し,宮 室 を燕 に築 く,三 年 に逮 び て成 る有 り。 城 の 四圍,凡 そ
九 里三 十 歩 。 天 津橋 の 北,宣 陽 門 と日 う。 中門 は龍 を繪 き,兩 偏 は鳳 を繪 く,
金 釘 を用 い て これ を釘 す 。中 門 は惟 だ車 駕 出入 す る に乃 ち 開 くの み。兩偏 は雙 ・
單 日に分 けて 一 門 を 開 く。 門 を過 ぐれ ば 兩樓 有 り,曰 く文,曰 く武 。 文 の東 に
轉 ず れ ば來 寧館 と 日い,武 の西 に轉 ず れ ば會 同館 と日 う。正 北 は千 歩 廊 と日 う。
東 西 こ こ に對 す。 廊 の 半ば 各 お の 偏 門有 り,東 に 向か い て太 廟 と日い,西 に 向
い て 尚書省 と 日 う。 通 天 門 に至 りて は,後 に應 天 樓 と改名 す,高 さ八 丈,朱 門
五,飾 る に金 釘 を 以 てす 。 東 西相 去 る こ と一里 餘 り,又 た各 お の一 門 を設 く,
左 は左 掖 と 日い,右 は右 掖 と日 う。内城 の正 東 は 宣華 と日い,正 西 は 玉華 日 う,
北 は拱 辰 と 日 う。 内殿 は凡 そ 九重,殿 凡 そ 三十 有 六。 樓 閣 は これ に倍 す 。 正 中
位 は皇 帝 正位 と日 い,後 ろは 皇后 正位 と 日 う,位 の東 は 内省 と日い,西 は十 六
位 と日い,乃 ち妃 嬪:こ こ に居す 。 西 に 玉華 門 を 出つれ ば 同i樂園 と日 う。 瑤 池 ・
蓬 瀛 ・柳 莊 ・杏村 の若 き盡 く こ こに在 り(62)。
と見 え る。
天 津 橋 か ら皇城 の 正南 門 であ る宣 陽 門 に入 る。 皇城 内 中央 の両 側 を走 る千 歩 廊 の
東 側 に は,太 廟,広 武 殿 と常 武殿,高 麗 ・西 夏 の使 節 を接 待 す る来 寧 宮 が,西 側 に
は,尚 書省 ・六部 と宋 朝 か らの使 節 を接 待 す る会 同館 が それ ぞ れ 配 置 され た。 太廟
は 「衍 慶 宮 」と も呼 ばれ,中 都 遷 都 後 に初 め て建 設 され た(63)。社 稷 二 壇 は,1167(大
定7)年 に建 て られ た とあ るが,そ の 場 所 は明 らか で は ない(64)。広武 殿 と常武殿 は,
遼 の 南京 以 来 の毬 場 を継 承 した もの で,御 林 軍 が撃 球 習射 す るた めの練 兵 場 で もあ っ
た(65)。
宮 城 の 正 南 に は応 天 門(66),正 東 には 宣 華 門,正 西 に は 玉華 門,正 北 には 拱宸 門 が
設 け られ た。 宮 城 の 南側 に は千 歩 廊(67)が東 西 に各 お の200余 間 ほ ど列 ん でお り,こ
の 部 分 を狭 義 の皇 城 と見 なす こ と もで き る。 宮 城 の 南側 に狭 義 の 皇城 を配 置す る位
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置関係 は,唐 の長安城 と共通 している。
金の中都城 内の坊制度 も,唐 の長安城や
洛陽城 と比較 的近似 していた らしい(68)。
皇城 内には端 門も存在 していた(69)。
狭義の皇城部分 と宮城部分については,
幸い宋,陳 元覩 『新 編群 書類 要事 林広
記』(70)乙集巻2に 収 める 『燕京図志』所
載の 「帝京 宮闕図」によって,そ の大略
を知ることができる(図5)。 これに依れ
ば,両 者の部分 を区切 るのは城壁ではな
く築地塀であった。金国に使者 として派
遣 された宋 の周麟之は,中 都城 内は宮禁
の地が大半 を占めて庶民の宅地がきわめ
て少 ない とい う印象を残 しているのは(71),
皇城(内 城)の こ とを指 しているのであ
ろ う。
以上の考察 より,金 の中都城の皇城 は
遼 の南京以来の子城(皇 城)を 継承 した
ものであった。宮城の南側 に狭義の皇城
が配置 されているのは,む しろ隋唐の長
安城の配置 と共通 している。皇城 内に尚
書省(六 部)と 太廟 を置いた点 も,長 安
城 と同様 であるが,撃 球習射 のために広
武殿 と常武殿 を設 けたのは独 自で,遼 の
南京城 を継承 したもの と考 えられ る。
図5帝 京宮闕図
しようしょう
4.元 の 大 都 城 に お け る 蕭 牆 の 出現
モ ン ゴル 帝 国 の 第5代 カー ンの ク ビ ライ は,1264(中 統5)年8月,燕 京 を 中都
と改 め,至 元 と改 元 した。 当初 は,金 朝 以来 の 中都 旧城 を改 造 し よ う と した 。 の ち
に これ を断 念 して,至 元3年(1266)12,月 中都 城 の 北東 郊 外 に新 た に建設 が 始 ま っ
た のが 大都 城 で あ る。な お,「 大都 」と命 名 され た 時 期 は,1270年2.月 の こ とで あ っ
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た 。
元 の大都 城 は,宮 城 一 蕭 牆(72L外 城 の三 重 構 造 か らな っ て いた。 宮 城,外 城,蕭
牆 の順 で整 備 され た(73)(図6)。
外 城 の周 囲 は60里(74)で,南 北 にや や 長 い 長 方形 を 呈 して い る。 実測 のデ ー タに
よれ ば,北 城 牆6,730m,東 城 牆7,590m,西 城 牆7,600m,南 城 牆6,680m,周 囲約28,600m
で あ る(75)。1267年 に外 城 の建設 が始 ま り,遅 れ て1270年 に完成 してい る(76)。
1.学院路水涵洞遺址;2.鞍 角楼水涵洞遺址;3.和 又冂瓮城城冂;4.樺 皮厂居住遺址;5.后 英房居住遺址
6・106中 学居住遺址;7.旧 鼓楼大街豁 ロ西居住遺址;8.旧 鼓楼大 街豁 口京窖藏;9.雍 和官后居住遺址
10・雍和官豁 口奈居住遺址;11.西 四石排水渠;12.崇 国寺;13.大 夭寿万5'寺;14.中 心周;15.倒 秒庫
16.巡 警二院;17.大 都路,fit管府;18.国 子益;19.孔 店;20.太 和官;21.大 蚤寿万安寺(白塔寺)
22.万 松老人塔;23.城 隍店 言29.海 云 、可菴双塔;25.大 庚寿寺;26.太 店;-27.大 承隼普床寺
図6元 大 都 示 意 図(元 大 都 考 古 隊1972)
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宮 城 は,周 囲6里30歩(約3,400m)で,東 西480歩,南 北650歩 で,奥 行 き の
長 い方 形 を 呈 してい た 。 そ の位 置 は外 城 の 中央 で は な く,か な り南 寄 りに位 置 して
い た。
宮城 の建 設 は,『 元 史 』に よれ ば,1266年12.月 に安 粛 公 張 柔や 行 工部 尚書 段 天 祐
に詔 して そ の 工事 が命 じ られ,金 口運 河 を開鑿 して盧 溝 河 の水 を 引 き いれ,西 山か
ら建 築 資材 の木 材 と漢 白石 を輸 送 す る こ とが 始 ま っ た(77)。宮 城 は1268年10月 に い っ
レンガ
た ん 完成 して い る。 た だ し,甎(磚)積 み で 高 さ35尺(約11m)も あ る宮 城 牆 の
建 設 が そ の 後 に始 ま っ た こ とは,陶 宗 儀i『南 村 輟耕 録 』 に 見 え る。
大 内 の 南 は 麗 正 門 に 臨む 。 正衙 は大 明殿 と日い,延 春 閣 と日 う。 宮城 の周 回 は
九(六)里(78)三 十 歩,東 西 四百 八 十 歩,南 北 六 百 十 五 歩,高 三十 五尺 。 甎 甃。
至 元 人 年 八 月 十 七 日申の時 に土 を動 か し,明 年 三 月 十 五 日即 工 す 。 六 門 に分 か
れ,正 南 は崇 天 と 日 う。 十 一 間 五 門。(中 略)(79)
1271(至 元8)年8,月 に工 事 に着 手 し,翌 年3月 に完 成 して い る。 崇 天 門や 東華
門 ・西 華 門 ・左 右 掖 門が 完 成 した の は,こ の年 の5月 の こ とで あ る(80)。宮城 は,「 内
城(81)」や 「内皇 城(82)」「内裏 」とも呼 ば れ た。また 単 に 「皇城 」とも呼 ば れ て い た(83)。
元 大都 考 古 隊 の報 告 に よれ ば,宮 城 の南 門 崇 天 門 は だ いた い 現在 の故 宮 太 和 殿 の
位 置 に,北 門厚載 門 は景 山公 園 少年 宮 の前 に あ った と して い る。他 の版 築 基 壇 もす
で に発 見 され て お り,東 西 の 両壁 は,だ いた い 故 宮 の東 西 両壁 附 近 に あっ た とい う。
宮 城 の牆 基 は,明 初 の拆 除 改築 に よ り保 存 状 態 は よ くな い もの の,残 存 す る最 も幅
広 い部 分 は16m以 上 を超 え る とい う(84)。
元 の大 都 城 で は,宮 城 全 体 を囲 む 蕭 牆 が設 け られ てい た。 蕭 牆 は俗 に 「紅 門 闌馬
.牆 」 とも呼 ばれ,そ の 周 囲 は20里 ほ ど(約11km)で あっ た。
南 の麗 正 門 内,千 歩 廊 と 日 う,七 百 歩 ば か り。 靈 星 門 を建 て,門 に蕭 牆 を建 て
る。 周 迴 二十 里 ばか り。俗 に紅 門 闌馬 牆 と呼 ぶ(85)。
そ もそ も 「蕭 牆 」 は,『 論 語 』 に も そ の用 例 が見 え る(86)。君 臣 相 見 え る際 に 粛 敬
を加 え るた めに設 け られ た 目隠 し屏 の こ とで,城 壁 とは違 って 低 い 築 地塀 の ご とき
も ので あ っ た ろ う。 元 の王 憚 の 「大行 皇 帝 挽 辞 八 首 」 序 に は,
至 元 三 十 一 年歳 次 は 甲午,正 月 二 十 二 日癸 酉夜 の 亥 の刻,帝 大 内紫 檀殿 に崩 ず 。
既 に蕭 牆 の帳殿 に強 殯 す る は,國 禮 に從 うな り。 越 えて 三 日乙亥 の寅 の刻,靈
駕 發 引 し,建 徳 門 よ り出 で,近 郊 の 北苑 に次 す(下 略)(87)。
とあ る。 大 内紫 檀殿 で崩 御 した世 祖 は,モ ン ゴル の葬 礼 に則 り,蕭 牆 内 の帳 殿(ゲ
かりもがり
ル)に 棺 を安置 して臉殯 された。元 の蕭牆内は,ゲ ル が設営 され る空 間であ り,福
田美穂 が指摘 してい るよ うに極 めてモ ンゴル的色彩 を残す空間で あった。
蕭牆で囲われ た空 間(大 内一 後述)は,大 都城 の 中央南寄 りに位 置す る。 その東
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牆 は現在 の南北河 沿の西側 に,西 牆 は皇城根 に,北 牆は地安 門の南 に,南 牆 は東華
門大街 と西華門大街 の南 にあった。 南牆中央 の霊星門は午 門附近 にあった。牆基 の
幅 は約3mし かなかった(88)。
この蕭牆 が大都 の建設 当初 には存在 してい なかった こ とは,『 元史』兵志 に記 さ
れてい る。
成宗元貞二年十月,樞 密院 の臣言 うに,「昔大朝會の時,皇 城 の外 はみな牆 垣無
し。故 に軍 を用て環繞 し,以 て圍宿 に備 う。今牆垣すで に成 り,南 北西の三畔
せま
は み な軍 を置 くべ き も,獨 り御 酒 庫 の 西,地 窄 く容 る る能 わず 。 臣 ら丞相 完 澤
と と もに議 し,各 お の城 門 は蒙 古 軍 を以 て列 衞 し,及 び周 橋 の南 にお い て戍 樓
を置 き,以 て 昏旦 を警 せ ん 」 と。 これ に從 う(89)。
こ こに見 え る,以 前 の大 朝 会 の とき 皇城 の外 側 には 牆壁 が なか った た めモ ン ゴル
軍 で取 り囲 み 当直 に備 えた とい う 「皇 城 」 は,蕭 牆 を 指 して い るの で は ない 。 っ と
に楊 寛 が 指 摘 して い る よ うに,そ の 内 側 にあ るい わ ゆ る宮城 の こ とで あ る(go)。 これ
に よれ ば,宮 城 の外 側 を囲 む蕭:牆 は,大 都 建 設 当初 に は設 置 され て い な か った が,
1296(元 貞2)年 の時 点 ま で に は完 成 してい た こ とが判 る。
マル コ ・ポ ー ロ の 『東 方 見 聞録 』 に も,蕭 牆 の存 在 につ い て 以 下 の よ うな興 味深
い 言及 が残 され てい る。
大 カー ン は1年 の うち3カ 月,カ タイ(中 国 北部)の 首都 カ ンバル ク(北 京)
に住 む 。3カHと はつ ま り12月 と1月 と2,月で あ る。この町 に は彼 の大 宮 殿 が
あ る の で,皆 さま に そ の様 子 をお 話 ししてお こ う。
まず,町 の ま わ りに は 四角 形 の 巨大 な城 壁 が あ る。1辺 はそ れ ぞれ1マ イ ル
あ るか ら,城 壁 は全 周4マ イル に お よぶ 。 い うま で もな い が,非 常 に大 き な城
壁 で あ り,高 さは ゆ うに10パ もあ る。城 壁 は純 白で,全 周 に矢 狭 間 が付 け られ
て い る。四隅 に はき わ め て美 しく豪 華 な楼 閣 がそ び え,そ こ に大 カー ン の武 具,
す な わ ち弓,矢 筒,鞍,馬 勒,弓 弦 な ど,戦 争 に必 要 なす べ て の 品が 収 め られ
て い る。 そ の上,四 隅 の楼 閣 の それ ぞれ 中間 に も似 た よ うな楼 閣が 建 って い る
の で,城 壁 の全 周 には 八つ の楼 閣 が そび え る こ とに な り,そ のす べ て が大 カー
ンの武 具 で満 た され て い る。(中 略)
南側 の城 壁 には 五つ の 門 が あ る。 中央 の 大 門 は,大 カ ー ン が 出陣 す る とき以
外 は決 して 開か な い。この 大 門 の 両側 に二 つ ず つ 門 が あ り,大 カ ー ン以外 の人 々
は これ らの 門か ら出入 りす る。そ して これ ら四つ の 門 の 中央 に大 門 が あ るの だ。
しか し人 々が 出入 りす る これ ら4門 も,そ れ ぞ れ 近 接 して い るわ け で は ない。
そ の うち の2門 は城 壁 南 面 の両端 に あ り,残 り2門 は 大 門 の両 脇 に あ る(91)。
とあ り,マ ル コは後 段 で周 囲24マ イ ル あ る とい う外 城壁 に も言 及 して い る ことか ら,
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この全 周4マ イ ル の城 壁 は,:蕭 牆 につ い て述 べ た もの で あ る(92)。
続 い て,宮 城 に あた る 「も う一 つ の 城 壁 」 につ い て以 下 の よ うに記 して い る。
南 向 き の こ の壁 面 か ら内側1マ イ ル の と ころ に,幅 よ り奥 行 き の ほ うが やや
長 い も う一つ の城 壁 が あ る。 この城 壁 の 周 囲 に も,外 側 の 八つ の楼 閣 とま った
く同様 に 八つ の楼 閣が あ り,中 に は大 カ ー ンの武 具 が 収 め られ て い る。 また 内
側 の城 壁 南 面 に も外 側 と同様 に五 つ の 門が あ り,他 の面 には1門 ず つ あ る。 そ
して これ らの 二つ の城 壁 で 囲 まれ た 中央 に大 カ ー ン の大 宮 殿 が あ るの で,そ の
様 子 を 以 下 に お話 し しよ う。(下 略)
以 上 の よ うに,『 東 方 見 聞 録 』 の記 述 も外 郭城 一 蕭 牆 一 宮 城 とい う三 重 の城 壁 か
らな る大都 城 の構 造 をほ ぼ正 確 に伝 えて い る 点 は注 目に値 す る。 蕭 牆 の 周 囲4マ イ
ル(約6km),高 さは10パ(約15m)とあ る数 値 な どは必 ず しも実 測 と合 致 してい
な い ものの,蕭 牆 を方形 城 壁 と し,宮 城 を 幅 よ り奥 行 の 長 い 矩形 とす る点 は正 し く
捉 え て い る。 た だ し蕭 牆 は 「紅 門 闌馬 牆 」 の俗 称 か ら推 測 され る よ うに,門 のみ な
らず壁 面 も 明清 の皇 城 牆 と同様 に朱 色 に塗 られ て い た と考 え られ るが,こ こ で は女
牆 を もつ城 壁 は 白色 で あ った と して い る。
マ ル コ ・ポ ー ロが 大都 に滞 在 して い た の は,つ とに愛 宕 松 男 が考 証 した よ うに,
1274年 半 ば か ら1290(至 元27)年 末 ま で で あ る(93)か ら,前 述 の枢 密 院 が 上言 した
元 貞2年 以 前,ク ビライ が在位 して い た至 元 年 間 には蕭 牆 が で き上 が って い た こ と
に な る。
蕭 牆 内の 空 間 につ い て は,杉 山正 明 や福 田美 穂 に よ る詳 しい研 究 が あ る(94)。杉w
は,こ の空 間 を 「カ ア ンの 聖 な る空 間 」 と して位 置 づ け,そ の分 析 を も とに大 都 プ
ラ ンを読 み 解 い てい た 。 福 田の研 究 は,蕭 牆 内 に設 け られ た建 築 や庭 園 の配 置 に関
す る専論 で あ る。蕭 牆 内 の 中央 部 には,広 大 な水 辺 の空 間 を構 成 す る太液 池 が 占 め,
そ の東 西 に 宮殿 群 が配 され て い た。 最 初 に整備 され た の は,金 代 以 来 の離 宮 で あ っ
た 瓊 華 島 で あ る。次 に,そ の東 側 部 分 の 宮城 と御 苑 で あ る。そ の後,西 側 に東 宮(隆
福 宮)と 興 聖 宮 か らな る西 宮(95)が整 備 され た 。
東 宮 の 隆 福 宮 は 南側 に あ り,も とも と太 子府 と して建 設 され た が,至 大年 間(1308
～11)以 降,太 后 の居 所 とな った 。 北 側 の興 聖 宮 は,妃 嬪 た ち の居 所 で あ っ た(96)。
こ うした 水 辺 の空 間 を含 む庭 園 は,杉 山が 指摘 す る よ うに モ ン ゴル 的要 素 を取 り込
ん だ も の と考 え られ る(97)。皇 太 子 の居 所 は,「 東 宮 」 と呼 ば れ る よ うに 漢 族 の伝 統
で は東 側 に置 かれ て い た の を,隆 福 宮 は これ を考慮 せ ず に西側 に置 い て い る。
よ り重 要 な の は,隋 唐 以 来,皇 城 の 中 に置 か れ て い た祖 先 祭 祀 の場 で あ る太 廟 と
土 地神 や 穀 物 神 を祀 る社 稷壇 が,い ず れ も蕭 牆 内 に は設 け られ なか った 点 で あ る。
太廟 は,蕭 牆 外 の東 方,外 城 斉化 門 内 の北 に置 かれ,1280年(至 元17)年 に完
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成 した(98)。社 稷 壇 は,1293年 に蕭 牆 外 の西 北,和 義 門 内 のや や 南 に設 置 され た(99)。
従 って,蕭 牆 で 囲 まれ た そ の空 間 は,伝 統 的 漢 族 王朝 の皇 城 とは 全 く異 な る空 聞 と
して 設計 され てい た 。 さ らに蕭 牆 内 に は,中 書省 を始 め とす る外 朝 の政 務 を担 当 す
る 中央官 庁 も全 く置 か れ て い なか った 。 大都 の 場合,中 央 官 庁 は城 内 に分 散 して い
た。た とえば,中 書 省 は 大都 建 設 当初 の1267年 に鐘楼 以 西 の鳳 池 坊 の 北 に設 け られ
て い た(北 中書 省)。 至 元 末年 に は,蕭 牆 外 の正 南 霊 星 門東 南 の五 雲 坊 内 に置 かれ る
よ うに な った(内 中 書省)(100)。
と ころで,元 の 大都 城 の蕭 牆 内 の空 間 は,明 清 北 京城 の 皇城 とほ ぼ重 な るこ とか
ら,元 の大都 城 の場 合 で も この 空 間 は 皇城 と呼 ばれ る こ とが多 い 。 しか しな が ら,
元 代 の史料 上 に表 れ る 「皇 城 」 の用 例 が,前 に も触 れ た よ うに こ の蕭 牆 内 の空 間 で
は な く宮城 を指 した こ とは,と くに注 意 が必 要 で あ る(101)。
た とえ ば,『 元 史 』 祭 祀 志 に,帝 師 パ ス パ の 勧 めで 宮 中で 始 ま っ た 白傘 蓋仏 事 の
パ レー ドに つ い て以 下 の よ うな記 述 が あ る。
世祖 至 元七 年,帝 師 八 思 巴 の言 を 以 て大 明殿 の御 座 上 に 白傘 蓋一 つ を置 く,頂
は 素段 を用 い,泥 金 もて梵 字 を上 に 書 き,「邪 魔 を鎮伏 し國刹 を護 安す 」と謂 う。
自後毎 歳 二 月 十 五 日,大 〔明〕殿 にお い て 白傘蓋 を建 つ るの佛 事 を啓 す,諸 色
の儀 仗 社 直 を用 い て傘 蓋 を迎 え引 き,皇 城 の 内外 を周 遊 し,「 衆 生 と と も不 祥 を
祓 除 し,福 社 を導 迎せ ん」 とか 云 う(102)。
宮城 内 の大 明 殿 を 中心 にパ レー ドが 行 わ れ て お り,こ こ に見 え る 「皇城 内外 」も,
宮城 の 内外 を指 して い る と考 え られ る。
ま た 明初 に大 将 軍徐 達 が,大 都 占領 後 に指揮 張煥 を派 遣 して元 の皇城 を測 量 させ
た こ とが あ った 。
大 將 軍 徐 達,指 揮 張煥 を遣 わ して 故 元 の 皇城 を計 度せ しむ,周 圍 一 千二 十 六 丈
あ り。(103)
測 量 の結 果,皇 城 の周 囲 は1,026丈(約3.2km)と報 告 され て い るか ら,大 明殿
や 延 春 閣 な どを 中 心 とす る宮城 の こ とで あ る。 さ らに別 稿 で 明 らか に した よ うに,
明代 に燕 王府 が 置 かれ た 「元 旧の皇 城 基 」 も,元 の大都 の宮 城 の こ とで あ った(104)。
以 上 の考 察 に よ り,元 の 大都 城 で は,宮 城 全 体 を 囲む 蕭 牆 が 新 た に設 け られ た 。
蕭 牆 内 の 空 間 は,後 世 で は皇城 と呼 ばれ る こ とが 多 い が,元 代 の 史料 中 で用 い られ
る 「皇城 」 は 宮城 の こ とを指 してい る。 蕭 牆 内 には,隋 唐 以 来,い わ ゆ る皇城 の 中
に置 かれ て い た太 廟 や 社 稷 壇 は設 け られ て い なか った。 また 中書省 な どの 中央 官 庁
も全 く置 かれ て お らず,カ ー ン とそ の 家 族 に 関わ る施 設 と庭 園 が設 け られ,モ ン ゴ
ル 的色 彩 の濃 い空 間で あっ た。
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5.明 初南 京 城 に お け る皇 城 の 成立
明 の 太祖 洪 武 帝 は,1368(洪 武 元)年 金 陵(の ち の南 京)で 即位 した。 同年8,月
ほ くけ い
には,金 陵 を南 京 に,開 封 を 「北京 」 と定 めて 両京 制 を採 用 した。 さ らに翌 年9H
に は,洪 武 帝 の郷 里 の 臨濠 を新 た に 「中都 」 と命名 した。
南 京 城 の 建i設 は,す で に明朝 成 立以 前 の1367(呉 元)年 か ら始 ま って い るが,よ
り本 格 的 に整 備 され るの は,中 都 建 設 を中止 した1375年 以 後 の こ とで あ る(lo5)。
南 京 城 は,宮 城 一 皇 城 一 京 城一 外 郭 城 とい う四重 の城 郭 構 造 か らな って い た(106)
(図7)。 京 城,宮 城,皇 城,外 郭城 の順 で 整備 され た。 南 京 の 宮城 は,『 明太 祖 実
録 』 に見 え る よ うに1367(呉 元)年9Hに ひ とまず で き 上 が って い る。
新 内成 る。 正 殿 は奉 天殿 と日い,前 は奉 天 門 と爲 す,殿 の後 は華 蓋殿 と日い,
お お
華蓋殿 の後は謹身殿 と日い,皆 翼 うに廊廡 を以 てす。奉 天殿 の左右 に各おの樓
を建つ 。左 は文樓 と日い,右 は武樓 と日 う。謹身殿 の後は宮 と爲す。前は乾清
めぐ
宮 と 日い,後 は坤 寧 宮 と日 う。 六 宮 は以 次 序列 す 。 周 らす に 皇城 を以 て す 。城
の 門,南 は 午 門 と日い,東 は東 華 と日い,西 は 西華 と日い,北 は 玄武 と日 う。
図7明 南 京 外 郭 図(潘 谷西2001)
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制 皆朴 素,彫 飾 を爲 さず(107)。
3殿2宮 か らな る宮城 部分 は皇城 壁 で 囲 わ れ て お り,明 初 に は 「皇 城 」 と呼 ばれ
る こ とが多 か った(108)。宮城 の周 囲 は約3.4kmで,南 北 の長 さは約0.95km,東 西 の
幅 は 約0.75kmで,そ の形 状 は,東 西 に比 べ て 南北 にや や 長 い方 形 を して い る(109)。
洪 武10年10,月 に 改修 工事 が行 われ た(110)。
京 城 は,宮 城 建 設 に先 立 って1366(至 正26)年 に建 康 城 の拡 張 工事 が行 われ た(lll)。
城 周 は約59里 で,実 測 は 約33.6kmで あ る(112)。五 代 の楊 呉以 来 の 建 康府 城 は,周 囲
約25里 で あ っ た(ll3)とい うか ら2倍 近 く拡 げ られ た こ とに な る。
明初 の南 京 城 は,宮 城 と京城 の 二重 構…造 に過 ぎ な か った が,1373(洪 武6)年 以
後,内 城(の ちの皇 城)の 建設 が始 ま っ た こ とが,『 明太 祖 実録 』巻83,洪 武6年
6月 辛 未 朔 の 条 に記 され てい る。
留 守 衞 都 指揮 使 司 に詔 して,京 師 城 を修 築 せ しむ。周 は一 萬 七 百 三 十 四丈 二 尺,
歩 二 萬 一 千 四 百六 十 八 有 奇 と爲 し,里 五 十 有 九 と爲す 。 内城 は,周 二 千五 百 七
十 一 丈 九 尺,歩 五 千 一 百 四十 三 と爲 し,里 十 有 四 と爲 す(ll4)。
内城 の 周 囲 は14里(2,571尺,5,143歩)とあ り,約7.8kmほ どで あ っ た。 この
内城 の空 間 が 「皇 城 」 と して 呼 ばれ る よ うに な る の は,宮 城 の整 備 が 行 われ た1377
(洪 武10)年10月 以後 の こ と と推 定 され る。12月 に は,皇 城 の16門 を守 る門 正 と
門副 が置 か れ た。
及 置 皇城 門官 。 端 門 ・承天 門 ・東 長 安 門 ・西 長 安 門 ・東 安 門 ・東 上 門 ・東 上 南
門 ・東 上 北 門 ・西 安 門 ・西上 門 ・西 上南 門 ・西 上 北 門 ・北 安 門 ・北上 門 ・北 上
東 門 ・北 上 西 門。 門設 正,正 七 品,副,從 七 品(『 明太 祖 実 録 』巻 一 一 六,洪 武
十 年 十 二 月戊 申)。
端 門 ・承 天 門 ・東 長 安 門 ・西 長 安 門 ・東 安 門 ・東 上 門 ・東 上 南 門 ・東 上 北 門 ・西
安 門 ・西 上 門 ・西 上南 門 ・西 上 北 門 ・北 安 門 ・北 上 門 ・北 上 東 門 ・北 上 西 門 の16
門 の うち,承 天 門 ・東 長 安 門 ・西 長 安 門 ・東 安 門 ・西安 門 ・北 安 門 の6門 が 皇城 牆
に沿 って設 置 され た(図8)。
宮城 や 皇 城 の整 備 か らか な り遅 れ て,官 庁街 の整 備 が1392(洪 武25)年 に始 ま っ
て い る。この整備 は,洪 武13年 の 胡惟 庸 の獄 後 に続 く中書 省 や大 都 督 府 の廃 止 な ど,
一 連 の 皇帝 権 強化 のた めの 制度 改 革 の進 展 とも 関係 す る で あ ろ う
。
宗 人府 ・五府 ・六 部 ・太 常 司 の 官 署 を改建 す 。上,廷 臣 に諭 して 曰 く,「 南 方 は
離 明 の位 と爲 す,人 君 は南 面 し,以 て天 下 の 治 を聽 く,故 に殿 廷 はみ な南 に嚮
う,人 臣 は則 ち文 を左 に し武 を右 にす 。 北 面 して朝 す は禮 な り。 五 府 六 部 の 官
署,宜 し く東 西 並 列 す べ し。 其 れ 六 部 を廣 敬 門 の東 に建 て,み な西 に嚮 う。 五
府 を廣 敬 門 の西 に建 て,み な東 に≡嚮 う。 惟 だ刑 部 は邦 刑 を掌 る,已 に西 北 の太
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図8明 南 京 城 皇 宮 図(楊 国慶2002)
平 門 の 外 に 置 く。」 こ こに於 い て,宗 人 府 ・吏 ・戸 ・禮 ・兵 ・工 五 部 を 以 て廣 敬
門 の東 に列 ね,中 ・左 ・右 ・前 ・後 五 府 ・太 常 司 を廣敬 門 の西 に列 ね,悉 く改
造 し,規 墓 宏 壯 た ら しむ 。 主 事 高有 常 に命 じて 其 の役 を董 め しむ(115)。
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承 天 門 の東 側 に宗 人府 や 六部 の うち吏 部 ・戸部 ・礼 部 ・兵 部 ・工部 な どが 西 向 き
に,西 側 に 中軍 ・左 軍 ・右 軍 ・前 軍 ・後 軍 の五 軍都 督 府 や 太 常 司 が東 向 き に配 置 さ
れ た。 殿 庭 で主 君 が 南 面 し,臣 下 が 北 面 す るだ け で な く,臣 下 が執 務 す る官 庁 ま で
もす べ て皇 城 の外 に 押 し出 した のが,こ の 時 の官 庁 街 の整 備 と解 す る こ とは で き な
い で あろ うか(図9-1,2)。
1395(洪 武28)年 には,宿 衛 に あ た る 軍 士 の食糧 を蓄 え る倉 庫 が 長安 門 ・東 安 門 ・
西安 門 ・北 安 門の4門 に設 置 され た 。 これ らは皇 城 四 門倉 と呼 ばれ てい た。
皇城 の長 安 ・東 安 ・西 安 ・北 安 四 門倉 を置 き糧 を儲 え,以 て守 禦 軍 士 に給 す,
倉 ご とに副 使 一員 を設 く(116)。
1405(永 楽3)年 に は,南 京 の 皇 城 を西安 門外 に拡 張 し,宮 城 西 華 門外 の 皇城 牆
の 改 築 工事 が行 わ れ て い る。
西安 門外 の地 を拓 き,西 華 門 外 の皇 牆 を改築 す(117)。
永 楽 帝 は,燕 王府 が置 かれ て い た 北 平(元 の大 都 城)か ら南京 城 に乗 り込 ん で即
位 した。 こ の時 の 南京 皇 城 西 側 部 分 の拡 張 は,お そ ら く大都 城 で は蕭牆 内 の太 液 池
の西 側 部 分 に広 い スペ ー ス が取 られ て い た の に倣 っ た ので あろ う。 ただ し,大 都 城
の よ うな太 液 池 は皇城 内 に設 け られ て い な か っ た。
図9-1洪 武京城図志 官署 図(清 抄本)
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図9-2洪 武 京 城 図 志 官署 図(明 刊本)
以上のよ うに,南 京の皇城 内には承天門 を中央 に して東側 には太廟,西 側 には社
稷壇,宮 城 の西南 には内宮諸 監,西 側 は内府諸庫,北 側 には羽林左 ・右衛が配置 さ
れた。ただ し,官 庁街 にあたる六部や五軍都督府 は,皇 城外の南面に置 かれていた。
6.明 代 北 京 城 に お け る皇 城 の完 成
靖難 の役 に勝 利 して 皇 位 を簒 奪 した 永 楽 帝 は,1403(永 楽 元)年 正,月,北 平 を北
京 と改 め,南 京 と北 京 との両京 体制 を創 始 した 。1409年2,月 以 降,帝 は3次 の北 京
巡 幸 を繰 り返 しな が ら,北 京城 の造 営 を進 めた 。1421年 正,月,完 成 した ば か りの北
京 の 宮殿 で 朝 賀 の儀i式 を挙行 し,こ こ に北 京遷 都 が 実現 した。
明 清 の 北 京 城 は,宮 城 一 皇城 一 内城 一 外 城 の 四重 の 構 造 か らな っ て い る。 皇城,
宮城,内 城,外 城 の順 で整 備 され た。外 城(重 城)は 嘉 靖 年 間 に 新 た に建 設 され た(118)
もの で,永 楽 北 京 遷 都 の 時 点 で は,ま だ 宮城 一 皇城 一 京 城 の三 重 構 造 で あ っ た。
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図10 明 北 京 城 図(1421-1449年)(新 宮 学2004)
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宮城 を中央 に してその周 囲を皇城が包み,さ らにその皇城 を京城が囲む とい う同心
円状 の構造 ができ上がった(図10)。
万暦 『大 明会典』には,皇 城 と宮城(紫 禁城)の 城牆の規模;とそ こに設け られ た
門名 が記 され ている。
皇城 は大 明門 ・長安左右 門を起 し,東 安 ・西安 ・北安の三門を歴て,周 圍三千
二百二十五丈九尺四寸な り。 内,紫 禁城 は午 門を起 し,東 華 ・西華 ・玄武の三
門を歴 て,南 北二百三十 六丈二尺,東 西各 おの三百二丈九尺五寸 な り。城 の高
さは三丈,燥 口は四尺五寸五分。基厚 は二丈五尺,頂 收は二丈一尺二寸五分(ll9)。
午門 ・東 華門 ・西華門 ・玄武 門の4門 をもつ宮城牆は,周 囲1,076丈 余 りで ある。
これに対 し,大 明門 ・長安左 門 ・長安右 門 ・東 安門 ・西安門 ・北安 門の6門 を持つ
皇城牆(120)は,周 囲3,225丈 余 りであった。皇城 の周長は宮城 の3倍 もあることか ら
も明 らかな よ うに,か な り広い皇城空 間が設定 され ていた。
永楽年間 の皇城 牆の建設 に関 しては,『 明太宗実録』 な どにはほ とん ど明確 な記
事が残 されていないものの,第2次 北京巡幸期間 中の永楽12年 ごろまで に皇城牆の
整備 がほぼ完了 していた ことについては,す で に拙 著 『北京遷都の研 究一近世 中国
の首都移 転一 』(汲 古書院2004)の 第3章 で考察 を加 えた。
北京城 の皇城 については,『 明太宗実録』巻47,永 楽3年10,月 庚辰 の条 に,
前の燕 府紀善胡安 を陞せて戸科給事 中 と為 し,命 じて給事 中宋 亨 と同に,北 京
皇城 の勘合 を掌 らしむ。
とあるよ うに,永 楽3年 の時点で北京 においても皇城の空間がす でに設定 されてい
た。実録 に皇城牆の建設 についての明確な記載 がない にもかかわ らず,こ の時点で
「北京皇城」 の存在が確認 され るのは,旧 燕王府 の王城 外牆 を永楽 の初 めにそのま
ま利用 した か らにほかな らない。そ もそ も燕 王府 の王城外牆は,元 の大都城以来の
蕭牆 をそ のまま用いていた。また 『明太宗実録』巻17,永 楽元年2月 辛未 には,「皇
城蕭牆及び衞 士の直廬 を修す」 とい う記事 を載せ ている。 この史料 では,北 京 と南
京 の どち らとも記 されてお らず即座 には判断 しがたいが,明 初の南京城 では皇城 を
蕭牆 と呼ぶ 用例 が見 当た らない ことか ら,北 京城 の可能性 が高い と考え られ る。 こ
の推 定が誤 りなけれ ば,本 史料 は永楽初年の北京城 の皇城 が旧燕王府 の王城外牆 を
そのまま利 用 したのに とどま らず,元 の大都城 以来の蕭牆 とも密接な関係 にあった
ことを示す 証左 となるで あろ う(121)。
もち ろん,永 楽年 間の北京城 造営の過程で,大 都 の蕭牆 内の空間 にさま ざまな改
変が施 され て北京城 の皇城がで き上がった。具体 的に言 えば,太 廟 と社稷壇の建設,
南海の開鑿 と皇城牆 の南への拡張,万 歳 山(景 山)の 造成 な どで ある。 しか し,残
念 なが らこれ らの建設時期 については,実 録 には明確な記載 が残 されていない。 唯
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一 と言 って い い の が ,『 明太 宗 実 録 』巻223,永 楽18年3月 丙 子 の 条 に見 え る以 下
の記 事 で あ る。
工部 に命 じ,京 師 の民 居 の 皇城 に近 く當 に遷 す べ き者 は,量 りて 費す る所 を給
し,隙 地 を擇 び て これ を處 せ しむ 。
永 楽18年3月 の段 階 に至 って も皇 城 の拡 張 工事 が継 続 してい た こ とが知 られ る。
そ の年 の12月 に,永 楽15年6月 か ら始 ま った 北京 の営 建 工 事 が一 段 落 した 。
初 めて 北京 を營 建 す 。 凡 そ廟 社 郊 祀 の壇 場 ・宮殿 門 闕 の規 制 は悉 く南 京 の如 く
す,而 して 高敞 壯 麗 な る こ と これ に過 ぐ。 復 た 皇城 東 南 に皇太 孫 宮 を建 て,東
安 門外 の東 南 に十 王 邸 を建 て,通 く屋 を爲 る こ と八 千 三 百 五 十盈 た り。 永樂 十
五 年 六 月 に興 工 し,こ こに 至 りて成 る(122)。
太 廟 ・社 稷壇 ・天 地 壇 や 宮殿 ・門 闕 な どの規 模 と制 度 は,す べ て南 京 のそ れ と同
様 に した。 皇城 の東 南 に は,皇 太 孫 宮(123)な ど も建 て られ た。
北 京 遷都 後 の1432(宣 徳7)年6,月 に は,皇 城 を玉 河 の東 岸 ま で拡 張 す る工事 が
行 わ れ た。
け ん こう とど
上 は,東 安 門外縁河 の居人の黄牆 に逼近 し喧囂 の聲 の大内に徹 くを以て,行 在
あ き ち
工部に命 じて,黄 牆 を河の東 に改築せ しむ。皇城 の西 に隙地有 りて甚だ廣 し,
豫 め縁河 の人 を徙 しここに居せ しむ。錦衣衞指揮 ・監察御 史 ・給事 中各おの一
員 に命 じて,そ の舊居の地の廣狹 を度 り,舊 の如 く地 を與 えて居 を作 らしむ。
きゆうか
官 吏 ・軍 民 工 匠 に は,倶 に 假 二 十 日を給 し,居 を 治せ しむ。(124)
翌 年8月,新 しい東 安 門 が 玉河 の東 側 に設 け られ て拡 張 工 事 が終 わ った(125)。
1438(正 統3)年5,月 には,甲 乙丙 丁 等 庫 を皇 城 内 の 内府 に移 す 工事 が始 ま った(126)。
翌 年8月 に 天財 ・甲乙丙 丁 等 庫 が完 成 し,庫 藏 の 引越 作 業 が始 ま って い る(127)。こ こ
に至 って,北 京 城 の皇 城 は完成 した。
北 京城 の 皇城 につ いて の 考 察 を終 え る に あた り,史 玄 の 『旧京 遺 事 』 に見 え る北
京 城 の構 造 と城 門 そ の他 の 配置 につ い て簡 潔 な が ら要 を得 た 記述 を ここで 紹介 した
い 。彼 は,書 名 か らも判 る よ うに 明末 清 初 を生 き抜 い た呉 江 生 まれ の詩 人 で あっ た。
京 師 は 大城 が一 重 で,周 囲 は 四十 五 里 で あ る。 城 門 は九 門 あ り,周 正 な る こ と
は 印 章 の よ うだ。 南 面 は 正 陽 ・崇 文 ・宣 武 の 三 門,東 面 は朝 陽 ・東 直 の 二 門,
西 面 は 阜成 ・西 直 の二 門,北 面 は徳 勝 ・安 定 二 門 で あ る。 大城 の 内 に皇城 が あ
る。 皇城 は 六 門 あ り,大 明 門 か ら南 向 して 真 っ 直 ぐ正 陽 門,東 安 門か ら真 っ 直
ぐは朝 陽 門,西 安 門か ら真 っ 直 ぐは阜 成 門,北 安 門か ら徳勝 門 に 当た る。 大 明
門 の東 は長 安 左 門 に転 じ,西 は長安 右 門 に転 ず る。京 師 にお い て正 中 して い る。
皇城 内 は樹 色 青 葱 で,罘 患 金 雀,人 び とが 騎 馬 して い るの を望 む こ とが で き る。
皇城 外 には紅 鋪 が七 十 二 あ り,禁 軍 が これ を守 っ てい る。 皇城 の 内 は宮城 で あ
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る。八 門があ り,正 南の第一門は承天門 と日い,二 重の門は端 門 と日い,三 重
の門は午門 と日 う。午門は魏 闕 し,左 掖 門 と右掖 門に分かれ,南 側正面 に五門
が有る。東 は東華 門 と日い,西 は西華門 と日い,北 は玄武 門 と日 う。周囲に紅
鋪が三十六あ り,禁 軍がまた これ を守 ってい る。城河(筒 子河)が これ を繞っ
ている。 皇城 内には,萬 壽 山,海 子,西 苑 がある。萬壽 山は俗 に煤 山 と云 う。
皇帝陛下は重 陽の 日にここに登高 され る。海子 とはす なわち太液池 のこ とであ
る。 西苑 には幽風亭が有 る。宮城 はまた紫禁城 とも云い,皇 城 の南 隅に位置 し
てい る(128)。
外城 について史玄が全 く触れていないのは,明 末段 階では外城壁 が新 たに築かれ
た とはいえ,内 城壁 と同質の もの とはまだ理解 されていなかった ことを窺 わせて興
味深い。
以上の考察 によ り,北 京 の皇城 は元 の大都城 における蕭牆 内の空間を直接継承 し
ていた。 皇城内の太廟や社稷壇 を始 め とす る建造物の規模;や制度は,南 京 の皇城の
それ をそのまま踏襲 していた。六部や五軍都督府 な どを配置 した 中央官庁街 も,南
京 と同様に皇城外南面に配置 された。
結 びにかえて
最後 に,以 上の考察 をあ らた めて要約 し,結 び にか えたい。
①隋唐長安城 の皇城 は,そ の主要部分 を中央官庁が 占めていたが,国 家祭祀にかか
わる太廟や社稷 も配置 され ていた。 皇城 は宮城 と合わせ て一つ の内城 を構成 して
お り,宮 城か ら独立 した空 間 として成 立 してい たわ けではなかった。
②宋代 開封城 の皇城は宮城 の別称で あ り,隋 唐 の長安城 において出現 した官庁街 と
しての皇城 は,開 封城 には継承 されなかった。
③金 の中都城 の皇城は,遼 の南京以来の子城(皇 城)を 継 承 した もので,皇 城 内に
は広武殿 と常武殿が設 け られ,撃 球習射 のための広い空間が用意 されていた。た
だ し,宮 城南側への皇城 の配置,皇 城 内に尚書 ・六部 と太廟 を置 いた点 は,隋 唐
の長安城 との共通性 も見 られ る。
④ 元の大都城 では,宮 城全体 を囲む蕭牆が新 たに設 け られた。:蕭牆 内の空 間は,一
般 に皇城 と呼ばれ ることが多いが,元 代の史料 中で用い られ る 「皇城」 は,宮 城
の ことを指 してい る。蕭牆 内には,隋 唐 以来,い わゆる皇城の 中に置 かれ ていた
祖先祭祀 の場である太廟 と土地神 と穀物神 を祀 る社稷壇 は設 けられていなかった。
カーン とその家族 に関わ る施設 と庭園が設 け られてい たものの,中 書省 を始 め と
す る外朝 の政務 を担 当す る中央官庁 は全 く置かれてお らず,モ ンゴル 的色彩 の濃
い空間であった。
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⑤ 明初 の南京城 は,宮 城 と京城 の二重構…造 に過ぎなかったが,1373年 以後に内城(の
ちの皇城)が 建設 され,1377年 ごろまでに皇城の名で呼ぶ ことが定着 した。南京
の皇城 内には,承 天門を中央に して東側 には太廟,西 側 には社稷壇,宮 城 の西南
には内宮諸監,西 側 は内府 諸庫,北 側 には羽林左 ・右衛 が配置 され た。 しか し,
刑部 を除 く六部や五軍都督府 な どの 中央官庁 は皇城 外の南面に置 かれた。永楽年
間に皇城 の西側 が拡 張 されたのは,元 の大都城の蕭牆の影響 と考 えられ る。
⑥永楽遷都後の北京 の皇城 は,元 の大都城 における蕭牆内の空 間を直接継承 しつつ,
皇城 内の太廟や社稷壇 を始め とす る建造物 の規模や制度 は,南 京 の皇城 をそのま
ま踏襲 していた。 六部や五軍都督府 な どを配置 した 中央 官庁街 も,南 京 と同様 に
皇城外の南面 に配置 された。
従 って,隋 唐の官庁街 としての皇城 は,の ちの時代 にそのまま継承 され たわけで
はなかった。明清時代 には,中 央諸官 庁を皇城の外側 南面に押 し出す一方 で,太 廟
や社稷が皇城 の前面の重要 な建 築物 として左右対称 に配置 され た。 また元朝以来 の
広大 な面積 を占め る太液池や万歳 山な どの庭園空間 もほぼそのまま残 され た。北京
城 に典型的 にみ られ る近世 中国の皇城 空間は,皇 帝 と対立す る可能性 を持つ政治機
構等 を排除 しつっ,皇 帝の独 占す る聖 なる空間 と して成 立 した と言 えよ う。
注
(1)那波利 貞1931。 なお,隋 代 には正 しくは 「大興城」 と呼ばれ ていたが,こ こでは隋唐 を
併せて長安城 で代表 させる一般的 な用法 に従った。
(2)岸俊男1987。 礪波護1987。
(3)橋本義則2007。
(4)近年,1950～60年 代 における北京城 の城壁撤去の問題 があ らためて関心を呼んでい る。
王国華編著2007。
(5)アーサー ・F・ ライ ト1966,p.2の 中で,ラ イ トが 「長安 は,『 中国都 市』 の原型 として
考 えられ るべきではなくて,基 本型 に基 づいて種々の変形 を うみだ してきた長い連続の一
特殊例 として考え られなけれ ばな らない」 と述 べてい るのは重要である。
(6)まず陳橋驛 主編1999『 中国都城辞典』では,「 皇城:俗 称子城或内城。在郭城之 内 ・宮城
之外。它是 中央行 政機構和宗廟 的所在地,為 全 国封建統治的中枢。(下 略)」(徐 吉軍執筆)
とあ る。 また,2005『 歴史学事典』12,王 と国家 では,「 皇城(中 国の):隋 大興城 以後 の
都城 において,城 内の重要な官庁 を集 めた 区画。都城 の内城や都城 そのものを さす用法 も
ある。583年 の隋文帝の大興城 建築に際 して,官 庁を集 めた区画 を皇城 とよぶ ことにな り,
以後,清 朝 の北京城 にまで継承 された。(下 略)」(妹 尾達彦執筆,pp.235-236)と ある。前
者 は,中 央 の行政機構 と宗廟 の所在地 と しての皇城 は,外 郭城の中にあってかつ 宮城外 に
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設 け られ た とす る。 後者 は,官 庁 を集 め た 区 間 として の 皇城 が,隋 の大 興城 で 出現 して 以
来,明 清 の北 京 城 ま で継 承 され た とす る。 どち らも,皇 城 の重 要 な 要素 と して,中 央 官 庁
の所 在 地 と捉 え る点 で 共通 して い る が,明 清 の 北 京城 で は,中 央 官 庁街 は皇 城 内 に含 まれ
てい ない 。因 み に,明 清 の 中央 官 庁 街 は 現在 の天 安 門広 場 の 両側 に建 て られ た 国家 博 物 館
と人 民 大 会 堂 の位 置 に あ った 。
(7)ラ イ トも,隋 唐 長 安城 にお け る新 しい制 度 の一 つ と して 「政 府 の役 所 を宮城 のす ぐ南 の,
壁 で囲 ま れ 隔 離 され た 地 区(皇 城)に 集 中 した こ と」 を指 摘 して い る。 アー サ ー ・F・ ラ
イ ト1966,p.9。
(8)陳 宗 蕃 編 『燕都 叢 考 』第3章 宮 闕 に,注 〔一 〕 に 「明代 皇城 内,外 人 不得 入 。 紫禁 城 以
内,朝 官 不 得 入 。 奏 事者 至 午 門 而 止,中 外 阻 絶,判 若 天人 。」 と見 え る。
(9)明 律 で は,太 廟 門や 山 陵兆 域 門 に 関す る擅 入 の 禁 が筆 頭 に置 か れ てお り,宮 城 の 午 門や 禁
苑 と同様 に,厳 しく制 限 され て い た。 『大 明律 』 巻13,兵 律1,宮 衛 参 照 。
(10)た だ し,京 城 を雅 称 と して 「皇 城 」 と呼 ぶ こ とは,古 くか ら存 在 して い た。『後 漢 書 』巻
40下,班 彪 列伝,「 両都 賦 」。
(11)宮 崎 市 定1992,p.82。
(12)『 類 編 長 安 志 』 巻2,京 城 ・大 興城 。 楊 寛1993,p.169。 妹 尾 達 彦2001,pp.117-121。
(13)李 林 甫 等 奉 勅 註 『大 唐 六典 』 巻7,尚 書 工 部,「 皇 城 在 京城 之 中。 〔東 西 五 里 一 百 一 十五
歩,南 北 三 里 一 百 四十 歩,今 謂 之 子 城 〕 南 面 三 門,中 日朱 雀,左 日安 上,右 日含 光。 〔以
下,割 註 は す べ て省 略 〕東 面 二 門。北 日延 喜,南 日景 風。西 面 二 門。北 日安福,南 日順 義。
其 中左 宗 廟,右 社 稷。 百僚 廨 署列 乎 其 問。 凡省 六,寺 九,臺 一,監 四,衞 十有 八 。 東 宮 官
屬,凡 府 一,坊 三,寺 三,率 府 十 。」
(14)楊 寛1993,p.169。
(15)元,駱 天 驤 『類 編 長安 志 』巻2,京 城 ・大 興城,「 按 通鑑,(中 略)其 地在 漢 故 城 之 東 南,
『
屬 杜 縣,周 之 京 兆 郡 萬年 縣 界,南 値 終 南 山子 午 谷,北 據 渭水,東 臨溺 ・淕,北 枕 龍 首原 。
創 築京 城 日大 興城 。 自開皇 二 年 六 月十 人 日,始 詔 規 建 制 度。 三 年 正月 十 五 日,又 詔 用 其 月
十 八 日移 入新 邑。 所 司依 式 先築 宮城,次 築 皇城,亦 日子 城 。 次 築外 郭 城 。」
(16)子 城 とは,羅 城 内 の 小城 や 附 郭 の 甕城 を意 味す る。『資 治 通 鑑 』巻241,唐 紀,憲 宗 元 和
14年2月 条 の,「 比 至,子 城 已洞 開,惟 牙 城 拒 守 。」 の 部 分 に,胡 三省 は 「凡 大 城 謂 之 羅
城,小 城 謂 之 子城 。 又 有 第 三重 城 以 衞 節 度 使 居 宅,謂 之牙 城 。」 と注記 してい る。
(17)楊 寛1993,p.169。 中 国社 会 科 学 院考 古 研 究 所 西 安唐 城 発 掘 隊1963。
(18)姜 波2003。
(19)北 宋 の宋 敏 求 『長 安 志』 巻7,唐 皇城,「 自兩漢 以後,至 於 晉 ・齊 ・梁 ・陳 並 有 人家 在 宮
闕之 間。 隋文 帝 以 爲 不 便於 民,於 是 皇城 之 内,唯 列 府 寺,不 使 雜 人 居 止 。公 私 有 便,風 俗
齊 肅,實 隋 文 新 意 也 。」 同 じ く元,駱 天 驤 『類 編 長 安 志 』 巻2,京 城 ・隋唐 に も,「 皇 城,
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俗 呼爲子城。在宮城之南,東 西五里一百五十歩,南 北三里一百四十歩。南面三門,正 南 日
朱雀,東 日安上,西 日含光。東面二門,南 日景風,北 日延 喜。西面二門,南 日順義,北 日
安福。 自兩漢之後,宮 闕之 間,並 有人家。隋文帝以爲不便於事,皇 城之内,唯 列府 寺,不
使雜人居止,公 司有辧,風 俗齊肅,蓋 隋文帝之新意也。皇城 内,南 北七街,東 西五街。並
列臺 ・省 ・寺 ・衞如左(以 下,省 略)」 とある。
(20)豊 田裕 章2002「 隋唐代 にお ける 『都城』の概念 の変化 について一 日本 の宮都 との関係 を
含 めて一 」『条里制 ・古代都市研究』18号 によれば,隋 唐時代には外郭 までが都城 に含 ま
れ るよ うになるな ど,「都城 」の概念 に大 きな変化 が見 られた としてい る。
(21)木卜漢濟1991,p.90。
(22)孟 元老著 ・入矢義高 ・梅原郁訳注1983。 梅原郁1977。 久保 田和男2007。
(23)梅原郁1977。
(24)『宋会要輯稿』187冊,方 域1,東 京,厂 東京,唐 之沐州,梁 建爲東都,後 唐罷之,晉 復
爲東京,國 朝因其名。舊城周回二十里一百五十五歩,即 沐州城。建 中初,節 度使李勉築。
國朝以來,號 日闕城,亦 日裏城。南三門(中 略)。 新城周 回四十八里二百三十 三歩。周顯
徳 三年令 彰信節度使韓通董役興築。國朝以來,號 日國城,亦 日外城。又 日羅城。南五 門。
(中 略)。 大内據 闕城之西北,宮 城周回五里,即 唐 宣武軍節度使治所。梁以建 昌宮,後 唐
復爲 宣武 軍治,晉 爲大寧宮。國朝建 隆三年 五月詔廣城,命 有司畫洛陽宮殿,按 圖以修之,
南三 門。(下 略)。」。なお,『 宋史』巻85,地 理志1,東 京 には,「 沐之開封也。梁爲東都,
後唐罷,晉 復爲東京,宋 因周之舊爲都。建隆三年,廣 皇城東北隅,命 有 司畫洛陽宮殿,按
圖修之,皇 居始壯麗矣。雍煕三年,欲 廣宮城,詔 殿 前指揮使劉延翰等經度之,以 居民多不
欲徙,遂 罷。宮城周廻五里(中 略)。 舊城周 廻二十里一百五十五歩(中 略)。 新城周廻五十
里 百六十五歩。 〔割註,大 中祥符 九年 増築,元 豐元年重修,政 和六年,詔 有司度國之南展
築京城,移 置官司軍營。舊城周四十八里 二百三十三歩,周 顯徳三年築。〕」 とあ る。
(25)『 宋史』巻113,礼 志16,游 観 ・三元観 燈,「 自唐以後,常 於正月望夜,開 坊市門然燈。
宋 因之,(中 略)東 華 ・左右 掖門 ・東西角樓 ・城 門大道 ・大宮觀 寺院,悉 起 山棚,張 樂陳
燈,皇 城雉:喋亦偏設 之。其夕,開 舊城 門達旦,縱 士民觀。」
(26)『 五代会要』巻26,城 郭,「 周廣順 二年正 月,詔 開封府修補京師羅城,率 畿内丁夫五萬
五千,版 築旬 日而罷。」
(27)『宋史』巻109,礼 志12,羣 臣家廟,「 凡立廟,聽 於京師或所居州縣,其 在京師者,不 得
於裏城及南郊御 路之側。」
(28)『 新編群書類要事林広記』 甲集巻11,京 都城 闕 ・京城総説,「 東京外城,周 圍四十里。
其 中内城乃舊京城,方 圓約二十里許。南壁其門有三,正 南日朱雀門,左 日保康 門,右 日重
明新門。」
(29)『 旧五代 史』巻115,周 書,世 宗紀2,顕 徳2年4月 乙卯,「 詔於京城 四面,別 築羅城,
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期 以 來 春 興 役 。」 開封 の外 城 につ い て は,久 保 田和 男2007の 第9章 を参 照 。
(30)『 続 資 治 通鑑:長 編 』 巻87,大 中祥 符9年7月,「 丁 未,増 築 京 新 城。(中 略)戊 午,詔 停
京 城 工 役 。」 同書 巻91,天 禧2年3,月 辛 丑,「 増築 京 新 城 畢,部 役 使 臣 ・軍校 第進 一 資。」
(31)『 続 資 治 通 鑑 長 編 』巻293,元 豊:元 年10,月 丁未,「 重 修都 城 畢 工。 詔 知 制誥 ・直 學 士院
孫洙 撰 記 刻 石 南 薫 門 上。 城 周 五十 里 百 六 十 歩,高 四丈,廣 五 丈 九尺 。 外距 隍 空 十 五 歩,内
空 十歩,自 煕寧 人 年 九 月 癸 酉興 工,以 内侍 宋 用 臣董 其 事,役 羨 卒 萬人,創 機 輪 以 發 土,財
力 皆不 出於 民。初,度 功 五 百七 十 九 萬 有 奇,至 是,所 省 者 十 之 三。 後 洙 卒,改 命 知 制誥 李
清 臣撰 記 。」
(32)『 新 編 群 書 類 要 事 林 広 記』 甲集 巻11,京 都 城 闕 ・京 城 総説 。
(33)『 宋 会 要 輯 稿 』187冊,方 域1,「 太 祖 建 隆 三年 正 月 十 五 日,發 開 封 浚 義縣 民數:千,廣 皇
城 東 北 隅。 五月 命 有 司 案 西京 宮室,圖 修 宮城 。 義 成 軍 節 度使 韓 重 贇 督 役 。」
(34)『 宋 会 要 輯 稿 』187冊,方 域1,「 雍 煕 二 年 九 月 十 七 日,以 楚 王宮 火,欲 廣 宮 城,詔 殿 前
都 指揮 使 劉延 翰 等 經 度 之 。畫 圖 來 上。 帝 恐 動 民居 日,内 城 褊 隘,誠 合 開展,拆 動 居 人 。 朕
又 不 忍,令 罷 之。 但 遷 出在 内 三數:司 而 巳。」
(35)成 尋 『参 天 台 五 臺 山記 』巻4,煕 寧5年10,月24日 の条,「 今 日廻 皇 城 四面,大 略 八 〔九 〕
町許,如 日本 皇城 。」
(36)宋 代 には,宮 城 各 門 の 出入 の 管理 や 宮 中警 察 の 職務 を担 当 し,内 侍 が 派遣 され て天 子 直
属 の秘 密 警 察 とな っ た皇 城 司 が 置 かれ てい た 。 佐伯 富1969。
(37)『 資 治 通鑑:』 巻228,唐 紀,徳 宗 建 中4年10.月 庚 戌,「(朱)批 於 是 自謂 衆 心 所 歸,謀 反
遂 定 。 以 源 休 爲 京 兆 尹 ・判 度 支 。李 忠 臣爲 皇 城 使 。 百 司供 億,六 軍宿 衞,咸 擬 乘,輿 。」胡
三省 は これ に注 を附 し,『 大 唐 六 、典』 の 皇城 の記 載(本 文p.141引 用)を 引 い た 上 で 「唐
自開元 以 前,以 城 門郎 掌 皇城 諸 門開 闔 之節,中 世 以 後,置 皇城 使 。」 と説 明 を加 えて い る。
(38)『 旧五 代 史 』 巻51,唐 書 ・宗 室 列 伝3,「(李)從 環,明 宗諸 子 。(中 略)明 宗 幸 沐,留
從 畷 爲 大 内皇 城 使 。一 日,召 賓 友 於 會 節 園,酒 酣 之 後,戲 登 於禦 榻 。 安 重誨 奏 請 誅 之。 詔
日,皇 城 使 從 燦,朕 巡 幸 沐 州,使 警 大 内。 乃 全 乖 委任,但 恣 遨遊,於 予行 從 之 園,頻 恣 歌
歡 之會,仍 施 峻 法,顯 辱 平 人,致 彼 喧 譁,達 於 聞聽 。(下 略)」
(39)楊 寛1993。
(40)妹 尾 達 彦2001,pp.176-182。
(41)孟 元 老 『東 京 夢 華 録 』 巻3,寺 東 門街 巷 。
(42)孟 元 老 『東 京 夢 華 録 』 巻3,大 内西 右 掖 門 外街 巷 。
(43)『 宋 史 』巻85,地 理 志1,西 京,「 皇城,周 廻 十 八 里 二 百五 十 八 歩 。 南 面 三 門,中 日端
門,東 西 左,右 掖 門。 東 一 門,日 宣仁 。 西 三 門,南 日麗 景,與 金 曜 相 直。 中 日開 化,與 乾
通 相 直。 北 日應福 。 内皆 諸 司處 之。」
(44)閻 文 儒1959。 北 京 市 文 物研 究 所1990所 収 の 「図五 五 金 中都 城 垣 平 面 図 」。これ に 対 し,
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于傑 ・于 光度1989で は,宮 城 一 皇城 一 都 城 の 三重 構 造 か らな る 「金 中都 城 図 」 を復 原 作
成 してい る。金 中都850周 年 を記念 して 『北京 文 博 』2003-3に 掲 載 され た 「金 中都 城 復 原
示 意 図」も,宮 城 一 皇 城 一 都 城 の 三重 構 造 で 図示 され て お り,現 在 これ が通 説 とな りっっ
あ る ら しい。 な お,都 城 の ほ か に外 郭 が存 在 した とい う説 もあ る。 于傑 ・于 光 度1989,
P.60参 照 。
(45)于 傑 ・于光 度1989,p.77。 た だ し,同 書 で は,宮 城 の 外側 に あ る皇城 が遼 の後 期 にす で
にそ の 規模 を備 えて い た と してい る。
(46)『 大金 国志 』 巻13,海 陵煬 王 本 紀,「(天 徳 二年)冬,發 諸 路 民夫,築 燕京 城,蓋i主 密有
遷 都 意 也。(中 略)天 徳 四年,冬 燕 京 新 宮 成 。 主 率 文 武 百 官 自會 寧 府 遷 都 于 燕 。」『金 史』
巻5,海 陵本 紀,天 徳3年3月 壬 辰,「 詔 廣 燕城,建 宮 室 。」
(47)元,孛 闌盻 等 撰 ・趙 萬里 校 輯1966『 元 一 統 志』巻1(中 華書 局),建 置 沿 革 。大 都 路,「 天
徳 元年,海 陵意 欲 徙 都 於 燕 。上 書 者 咸 言,上 京 臨横府 僻 在 一 隅,官 艱 於 轉漕,民 難於 赴 愬,
不 如都 燕,以 應 天 地 之 中。言 與 意合,迺 命 左 右 丞 相 張 浩 ・張通 ・左 丞蔡 松 年,調 諸路 民夫,
築 燕京 。 制 度 如 沐。(下 略)〔 日下 旧聞 考 三 七,引 元 一 統 志〕」。
(48)『 遼 史』巻40,地 理 志4,南 京 析 津:府,「 城 方 三十 六 里,崇 三 丈,衡 廣 一 丈 五 尺。 敵樓 ・
戰櫓 具 。 八 門,東 日安 東 ・迎 春,南 日 開 陽 ・丹 鳳,西 日顯 西 ・清 晉,北 日通 天 ・挾 拱 。 大
内在 西 南 隅 。 皇 城 内有 景 宗 ・聖 宗御 容 殿 二,東 日宣和,南 日大 内。(中 略)門 有 樓 閣,毬
場 在 其 南,東 爲 永 平 館 。皇 城 西 門 日顯 西,設 而 不 開 。北 日子 北。 西城 巓 有涼 殿,東 北 隅 有
燕 角 樓 。」
(49)『 遼 史』 巻40,地 理 志4,南 京 析 津:府 に 「城 方 三 十 六 里 」 と あ るが,許 亢 宗 の 『奉 使 行
程 録 』 に は 「燕 山府 城 周 圍二 十 七 里」 とあ る。 燕 山府 は遼 の 南京 の こ とで,陥 落 後 に宋 に
よ って 改名 され た。 楊 寛1993,p.431。
(50)『 遼 史 』巻4,太 宗 本 紀,会 同3年12,月 丁 巳,「 詔 燕京 皇 城 西 南 蝶 建 涼殿 。」南 京 の 皇城
内 には,興 宗 の 時 に建 て られ た仁 政殿 の ほ か,景 宗 ・聖宗 の御 容 を安置 す る2殿 や 毬 場 が
設 け られ た。 従 っ て,唐 の長 安 城 の 皇 城 を継 承 した とい うよ りは,唐 代 の幽 州 城 が外 城 と
子 城 の 二 重構 造 に な って い た の をそ の ま ま利 用 しな が ら子 城 を皇城 に改 め,か つ 契 丹 独 自
の要 素 を新 た に加 え た もの と考 え られ る。
(51)宋,葉 隆 礼 『契 丹 国志 』 巻24,王 沂 公(曾)行 程 録 に,「 度 盧 溝i河 六 十里 至 幽 州,號 燕
京 。子 城 就 羅 郭 西 南爲 之。 正 南 日啓 夏 門,内 有 元和 殿 ・洪 政 殿 。東 門 日宣 和,城 中坊 閑皆
有 樓 。」 とあ る。 こ の場 合 も 「子 城 」 は羅 城 の 一 部 分 を指 して い る。
(52)宋,路 振 『乗 朝 録 』,「 内城 幅員 五 里,東 日宣 和 門,南 日丹 鳳 門,西 日顯 西 門,北 日子 北




(55)仁 政 殿 につ い て は,『 金 史』 巻8,世 宗本 紀,大 定28年11月 戊 申,「 有 司奏 重 修 上 京 御
容 殿,上 謂 宰 臣 日,宮 殿 制度,苟 務 華飾,必 不 堅 固。今 仁 政 殿 遼 時 所 建,全 無華 飾,但 見
它處 歳 歳 修 完,惟 此殿 如 舊,以 此 見 虚 華 無實 者,不 能 經 久 也 。(下 略)」
(56)閻 文 儒1959,p.12。
(57)宋,宇 文 懋 昭 『大 金 国 志 』巻33,燕 京 制度 「都 城 四圍 凡 七(三?)十 五 里,城 門十 二,
毎一 面 分 三 門(中 略)。」 とあ るが,こ こで は,閻 文儒 の 「七 」 は 「三 」の 誤 りとい う指 摘
に従 う。 閻 文儒1959,p.9。
(58)閻 文 儒1959,p.9。 宋 木 矩 尺=0.309mを 用 い る。 ただ し,北 京 市 文物 研 究 所1990,p。160
で は,北 城 牆 約4,486m,南 城 牆 約4,065m,東 城 牆 約4,325m,西 城 牆約4,087m,合 計16,963m
とやや 異 な る数 字 を挙 げて い る。 換 算 した 合計 の里 尺 は 同 じで あ る。
な お,金 の 中都 城 の周 長 に つ い て は,明 初 に 大 将軍 徐 達 が 大 都 を攻 略 した 直 後,指 揮葉
國 珍 に金 の 中都 城 を継 承 す る元 の 南城 を計 測 させ た時 の デ ー タが 『明太 祖 実録 』に残 っ て
い る。 これ に よれ ば,周 囲5,328丈 で あ った 。宋 尺 の35里 に あ た る とい う。『明 太 祖 実録 』
巻34,洪 武 元年8,月 戊 子,「 大 将 軍 徐 達遣 右 丞薛 顯 參 政傅 友徳 ・陸 聚 等,将 兵 畧 大 同,令
指 揮 葉 國 珍 計 度 北 平南 城 周 圍,凡 五 千 三 百二 十 人 丈。 南 城 故 金 時 舊基 也 。」
(59)『 大 金 国 志 』 巻13,海 陵煬 王 本 紀,天 徳2年,「 冬,發 諸路 民夫 築 燕 京城,蓋 主密 有 遷
都 意 也 。(中 略)乃 遣 左 右 丞 相 張 浩 ・張通 古,左 丞 蔡 松 年,調 諸 路 夫 匠築 燕 京 宮 室 。 皇 城
周 九 里 三 十 歩 。 其 東爲 大 〔太 〕 廟,西 爲 尚書 省 。」
(60)閻 文 儒1959,p.12。
(61)閻 文 儒1959,p.11お よび 北京 市文 物 研 究 所1990,p.162。
(62)宋,宇 文 懋 昭 『大 金 国 志 』巻33,燕 京 制 度,「 煬 王 弑 煕 宗,築 宮 室 于燕,逮 三年 而 有成 。
　
城 之四圍凡九里三十歩。天津橋之北 日宣陽門。中門繪龍,兩 偏繪鳳,用 金 釘釘 之。 中門惟
車駕 出入 乃開。兩偏分雙單 日開一門。過門有兩樓,日 文 日武。文 之轉東 日來寧館,武 轉西
日會 同館。正北 日千歩廊,東 西對焉。廊之半各有偏門,向 東 日太廟,向 西 日尚書省。至通
天門,後 改名應天樓,高 八丈,朱 門五,飾 以金釘。東西相去一里餘,又 各設一門,左 日左
　 　
掖,右 日右 掖 。 内城 之 正東 日宣 華,正 西 日玉 華,北 日拱 辰 。及 〔内?〕 殿 凡 九 重,殿 凡 三
十 有 六。 樓 閣倍 之 。正 中位 日皇 帝 正位,後 日皇 后 正 位,位 之東 日 内省,西 日十 六位,乃 妃
嬪 居 之 。西 出玉 華 門,日 同樂 園,若 瑤 池 ・蓬 瀛 ・柳 莊 ・杏 村 盡在 于是 。」 ここ に見 え る 「城 」
は皇 城 の こ とで,「 内城 」 は宮城 を 指 して い る と考 え られ る。
(63)清,于 敏 中等 編纂 『日下 旧聞 考 』 巻29,宮 室,「 逍(完 顔)亮 徙 燕,乃 築 巨 闕於 南 城 之
南,千 歩 廊 之東,日 太廟,標 名 日衍 慶 宮。 〔金 圖 經 〕」
(64)楊 寛1993,p.452。
(65)『 金 史 』 巻24,地 理 志 上,中 都 路,「 有 常 武殿 ・廣 武 殿 爲 撃 球 習射 之所 。」
(66)『 大 金 国志 』 巻33,燕 京 制 度,「 通 天 門即 内城 之 正 南 門也 。」 『金 史 』 巻24,地 理 志 上,
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中都 路,「 應天 門舊 名 通 天 門,大 定 五 年 更。」
(67)『 金 史 』 巻24,地 理 志 上,中 都 路,「 宮城 之 前廊,東 西 各 二 百餘 問,分 爲 三節,節 爲 一
門。將 至 宮城,東 西 轉:各有 廊 百 許 間,馳 道 兩 傍植 柳,廊 背 覆 碧 瓦。宮 闕 殿 門,則 純 用 碧 瓦 。」
宋,陳 元 覯 『新 編 群 書 類 要 事林 広 記 』 の 「帝 京 宮 闕 図 」 には,御 路 の 両側 の文 楼 と武楼 の
隣 にそれ ぞれ 「千 歩 廊 」 と記 載 され て い る。
(68)閻 文儒1959,p.12。
(69)『 金 史』 巻86,李 石 伝,「 海 陵營 建 燕 京 宮 室,(李)石 護 役 皇城 端 門 。」
(70)『 事林 広 記 』 中華 書局,1999年 所 収 。 日本 の元 禄12年 刻 本 を影 印 して い る。
(71)清,于 敏 中等 編 纂 『日下 旧聞 考 』巻29,宮 室,「 燕 京城 内地 大 半入 宮禁,百 姓 絶 少。 其
宮 闕 壯麗,延 亘 阡陌,上 切 霄漢,雖 秦 阿 房 ・漢 建 章 不 過 如是 。 予 奉 使 至 燕 山,朝 見 之 日,
見金 主儀i衞 華 整,過 於 中國 。其 御 榻 以 七 寶 爲 飾 。 夾 坐 有 狡猊 二,高 丈 餘 。 金 主 亮面 黨 黒,
目下視,長 鬣,於 貞 元 殿 見 其 状。 〔海 陵集 〕」 海 陵集 は,宋,周 麟 之 撰 。23巻 。 外 集1巻
は,金 に使 者 と して派 遣 され た 際 の記 録 で あ る。
(72)大 都 城 の 蕭 牆 で 囲 まれ た空 間 は,一 般 に 「皇城 」 と呼 ばれ る こ とが多 い 。 しか し後 述 す
る よ うに,元 代 史 料 中 に用 い られ る 「皇 城 」 は,大 部 分 は宮城 を指 して お り,中 国都 城 史
の 中 で皇 城 の 変遷 を辿 ろ うとす る本 稿 の 意 図 に即 して,蕭 牆 の表 現 をそ の ま ま用 い た。元
の宮 城 と蕭 牆 との 関係 につ い て は,楊 寛1993,pp.473-474の 先 駆 的研 究 が 参考 に な る。
(73)楊 寛1993,pp.473-477。
(74)陶 宗 儀i『 南 村輟 耕 録 』 巻21,宮 闕制 度,「 城 方 六十 里,里 二 百 四十 歩,分 十一 門。」 『元
史 』 巻58,地 理 志1,大 都 路 。
(75)中 国 科 学 院 考古 研 究 所 ・北京 市 文 物 管 理 処元 大 都 考 古 隊1972。 北 京 市 文 物研 究 所1990。
(76)『 元 史 』巻6,世 祖 本 紀3,至 元4年 正.月 戊 午,「 城 大 都。」虞 集 『道 園 学 古録 』巻23「 大
都 城 隍廟 碑 」,「至 元 四年,歳 在 丁 卯,以 正月 丁 未 之 吉,始 城 大都,立 朝 廷 ・宗廟 ・社 稷 ・
官 府 ・庫 庚,以 居 兆 民。辨 方 正位,井 々有 序,以 爲 孫 子 萬 世 帝王 之業 。七 年 太保 臣劉 秉 忠 ・
大都 留 守 臣 段 貞 ・侍 儀奉 御 臣忽 都 于 思 ・禮 部 侍 郎 臣趙 秉 温 言,大 都 城 既 成 。宜有 明神 主 之。
請 立城 隍神 廟 。 上 然 之,命 擇 地 建 廟 如 其 言。」
(77)『 元 史』 巻6,至 元3年12,月 丁 亥,「 詔 安 肅公 張柔 ・行 工 部 尚書 段 天祐 同行 工 部 事,修
築 宮城 。(中 略)鑿 金 口,導 盧溝 水 以漕 西 山木 石 。」 同巻,至 元5年10月 戊 戌,「 宮城 成。」
渡 辺健 哉2007,p.72。
(78)朱 楔1990,p.15の 考証 に従 う。 た だ し,陳 高 華 は,1里=360歩 で は な く240歩 で 計算
す べ き で,9里30歩 は 正 しい と して い る。 陳 高 華1982,p.53参 照。
(79)陶 宗儀 『南村 輟 耕録 』巻21,宮 闕制 度,「 大 内,南 臨 麗 正 門。正 衙 日大 明殿,日 延春 閣,
宮城 周 回九 〔六 〕里 三 十 歩,東 西 四 百 八十 歩,南 北 六 百 十 五歩,高 三十 五 尺 。甎 甃 。 至 元
八年 八 月十 七 日申 時動 土,明 年 三 月十 五 日即 工 。 分 六 門,正 南 日崇 天,十 一 間 五 門。(中
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略)」。
(80)『 元史 』 巻7,至 元9年5.月 乙酉,「 宮城 初 建 東 西 華 ・左 右 掖 門。」
(81)蕭 洵 『故 宮遺 録 』 に,「 内城 廣 可 六,七 里。」 とあ る。
(82)熊 夢祥 ・北京 図書 館 善 本 組輯 『析 津:志 輯 佚 』(北 京 古籍 出版 社,1983)朝 堂公 宇,「(至 元
四年)四 月 甲子,築 内皇 城 。」 とあ り,至 元4年 に 築 かれ た と して い る 「内 皇城 」 とは 宮
城 の こ とで あ る。
(83)『 析 津 志 輯佚 』 風 俗 に,厂 十 月,皇 城 東 華 門 外,朝 廷 命 武 官 開射 圃,常 年 國 典。」 とあ る
が,東 華 門 は宮 城 の 門 で あ る こ とか ら,こ こで も宮城 が 皇城 と呼 ばれ て い た こ とが判 る。
(84)元 大都 考 古 隊1972,p.21。
(85)蕭 洵 『故 宮 遺録 』,「南 麗 正 門 内 日千歩 廊,可 七 百歩 。 建 靈 星 門,門 建蕭 牆,周 迴 可 二 十
里 。 俗 呼 紅 門 闌 馬牆 。」
(86)魏,何 晏 集 解 『論 語 集 解 義 疏 』 巻8,季 氏 第16,厂 吾恐 季 孫 之 憂,不 在 顳 叟,而 在 蕭 牆
之 内也 。 註,鄭 玄 日,蕭 之 言 肅也,牆 謂 屏 也。 君 臣 相 見 之禮,至 屏 而加 肅 敬 焉,是 以 謂 之
蕭 牆 。」
(87)元,王 憚 『秋 澗 先 生 大全 文 集 』巻13,「 大 行 皇帝 挽 辞 八 首 」序,「 至 元 三 十 一年 歳 次 甲午,
正月 二十 二 日癸 酉 夜 亥刻,帝 崩 于 大 内 紫 檀殿 。既 檢 殯 于蕭 牆 之 帳殿,從 國禮 也 。越 三 日乙
亥 寅刻,靈 駕 發 引,由 建 徳 門 出,次 近 郊 北苑(下 略)。 」
(88)北 京 市 文 物 研 究 所 編1990,p.177。
(89)『 元 史 』 巻99,兵 志2,宿 衛 ・圍 宿 軍,「 成 宗元 貞 二 年 十 月 樞密 院 臣言,『 昔 大 朝會 時,
皇城 外皆 無牆 垣 。故 用 軍環 繞,以 備 圍 宿 。今 牆 垣 已 成,南 北 西 三畔 皆 可 置 軍,獨 御 酒 庫 西,
地 窄 不 能 容 。 臣 等與 丞相 完 澤 議,各 城 門 以 蒙 古 軍列 衞,及 於 周 橋 南 置 戍 樓,以 警 昏 旦 。』
從 之 。」
(90)楊 寛1993,p.476参 照。 なお,福 田2004,p.57が 本 史料 を 引用 し,こ の 「皇 城 」 の語 を
そ の ま ま 皇城 と訳 してい るの は誤 りで あ ろ う。
(91)月 村辰 雄 ・久保 田勝・一 訳2002の 「大 カ ー ンの 宮 廷 につ い て 」pp.87-88。 本 書 は 中世 フ ラ
ン ス語 版 か ら訳 出 してい る。
(92)愛 宕 松 男 訳 注1970,p.205で も,城 内第 一壁 を 宮城 の蕭 牆 を指す と してい る。
(93)愛 宕 松 男1951。
(94)杉 山正 明1984。 福 田美 穂2004。 な お,両 者 の研 究 で はい ず れ も蕭 牆 内 の空 間 を皇城 と呼
ん でい る。
(95)西 宮 の語 は,『 元 史 』巻90,百 官 志6,儀i鸞 局 に 「至 大 四年,仁 宗 御 西 宮,又 別 立儀i鸞
局,設 置 亦 同。」 とあ る。
(96)傅 熹 年1993,お よび 楊 寛1993,p.79参 照。
(97)杉1-1-i正明1984。
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(98)『 元史』巻ll,世 祖本紀,至 元17年12,月 甲午,「 大都 重建太廟成。 自舊:廟奉遷神主于
柘室,遂 行大享之禮。」
(99)『 元史』巻76,祭 祀志5,太 社太稷,「(至 元)三 十年正月,始 用御史 中丞崔或言,和 義
門内少南,得 地四十畝。」
(100)『 析津志輯佚』朝堂公宇,「(至 元 四年)四 月 甲子,築 内皇城,位 置公定方隅,始 於新都
鳳池坊北立 中書省。(中 略)中 書省,在 大 内前東五雲坊内,外 儀 門,近 麗正門東城 下,有
都省二字牌扁。」
(101)楊 寛著書p.475。 唐代 のよ うな宮城 と皇城 の区別が元代 において定着 していなかった こ
とは,『 資治通鑑:』巻216,唐 紀32,玄 宗 ・天寶11載4,月 の条 に,邪 縡が闘い且つ逃 げて
た どり着いた 「皇城 西南隅」の部分 に,「 京城之内有皇城,皇 城之 内有宮城」 と元 の胡三
省がわ ざわ ざ註記 してい ることか らも窺 うことができる。
(102)『 元史』巻77,祭 祀志6,国 俗 旧礼,「 世祖 至元七年,以 帝師八思 巴之言,於 大明殿御
座上置 白傘蓋一,頂 用素段,泥 金書梵字於上,謂 鎮伏邪魔護安 國刹。自後毎歳二月十五 日,
於大 〔明〕殿啓建 白傘蓋佛事,用 諸色儀仗社 直,迎 引傘蓋,周 遊皇城 内外,云 與衆生祓 除
不祥,導 迎福社。」
(103)『 明太祖実録』巻34,洪 武元年8月 癸 巳,「 大将軍徐達遣指揮 張煥計度故元皇城,周 圍
一千二十六尺。」
(104)『 明太祖実録』巻47,洪 武2年12月 丁卯,「 改湖 廣行省參政趙耀爲 北平行省參政。耀
初授湖廣,既 辭,復 留之。至是,上 以耀 嘗從徐達取元都,習 知其風 土民情 ・邊事緩急,改
授北平,且 俾守護 王府 宮室。既而召入諭之 日,『 聞北 口子人 多來歸附者,汝 宜速往,選 其
驍勇可用者爲兵,月 給米贍 之。餘悉處之臨清東 昌之地,毋 令其失所。』耀因奏進工部 尚書
張允所取北平宮室 圖。上覧之,令 依元舊皇城基,改 造王府。耀受命即 日辭行。」詳 しくは,
新宮2004,pp.84-85で 考察 を加 えた。
(105)明 の中都 の場合 も,皇 城はいわゆる宮城 のことを指 してい る。 中都 の皇城につい ては,
別 に考察を加 えたい。
(106)外 郭城 については,新 宮2007で すで に考察を加 えたので,本 稿 では取 り上 げない。
(107)『 明太祖実録』巻25,呉 元年9,月 癸 卯,「 新内成。正殿 日奉天殿,前 爲奉天門,殿 之後
日華蓋殿,華 蓋殿之後 日謹身殿,皆 翼以廊廡。奉天殿之左右各建樓,左 日文樓,右 日武樓,
謹身殿 之後爲宮,前 日乾清宮,後 日坤寧宮。六宮以次序列焉。周以皇城。城 之門,南 日午
門,東 日東 華,西 日西華,北 日玄武,制 皆朴素,不 爲彫飾。」
(108)『 大明律』巻13,兵 律1,宮 衛 ・宮殿 門擅入,「 凡檀入皇城 午門 ・東華 ・西華 ・玄武門
及禁苑者,各 杖一百。擅入宮殿 門,杖 六十徒 一年。擅入御膳所及御在所者絞。未過門限者,
各減一等。」
明初に宮城 が皇城 と呼ばれるこ とが多か った理由の一っに,地 方に置 かれた王府 の王宮
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も宮 城 と呼 ば れ て い た こ と も考 え られ る。『明太 祖 実 録 』巻ll9,洪 武11年7月 乙 酉,「 工
部 奏,諸 王 國宮 城,縱 廣 未 有 定制,請 以 晉 府 爲 準。 周 圍 三里 三 百 九 歩 五 寸,東 西 一 百 五 十
丈 二 寸 五 〔分 〕,南 北 一 百 九 十 七丈 二 寸 五 分。 制 日可 。」
(109)楊 国 慶2002,P.78。
(110)『 明太 祖 実録 』 巻115,洪 武10年10,月,「 是 月,改 作 大 内 宮殿 成 。 闕門 日午 門。 翼以
兩 觀 。中 三 門。東 西爲 左 右 掖 門。午 門 内 日奉 天 門。門之 左 右爲 東 西 角 門。内正 殿 日奉 天殿 。
上 御 之 以 受 朝 賀。 殿 之 左右 有 門,左 日 中左 門,右 日 中右 門。 兩廡 之 間,左 日文 樓,右 日武
樓 。奉 天殿 之 後 日華 蓋 殿 。華 蓋殿 之 後 日謹 身殿 。殿 後則 後 宮 之正 門 也。奉 天 門外 兩 廡 之 間,
左 日左 順 門,右 日右 順 門。左 順 門 之外 爲 東 華 門。 内有 殿 日文 華 門,東 宮 視 事之 所 也 。右 順
門外 爲 西 華 門。 内有 殿 日武 英 殿,上 齋 戒 時 所 居也 。制 度 皆 如 舊,而 稍加 増 益,規 模 益 閖壯
矣。」
(111)『 明太 祖 実 録 』 巻21,丙 午(至 正26年)8月 庚 戌 朔,「 拓 建 康城 。 初 建 康 舊 城,西 北
控 大 江,東 盡 白下 門外,距 鍾 山既 闊遠,而 舊 内在 城 中,因 元 南 臺 爲 宮,稍 庫 隘。 上 乃 命 劉
基 等 卜地 定,作 新 宮 于鍾:山 之陽,在 舊城 東 白下 門之 外 二 里許,故 増 築 新 城,東 北 盡鍾 山之
趾,延 亘 周 迴,凡 五 十餘 里 。 規 制雄 壯,盡 據 山川 之勝 焉 。」
(112)南 京 市 地 方 志編 纂 委 員 会1997,p.44。
(113)『 景 定 建 康 志 』 巻20,城 闕志1,「 建 康 府 城,周 二 十 五 里 四 十 四歩 。 上 闊 二丈 五 尺,下
闊 三丈 五 尺,高 二 丈 五尺 。 内,臥 羊城 闊 四丈 一 尺,皆 偽 呉 順 義 中 所築 也 。」
(114)『 明太 祖 実録 』巻83,洪 武6年6月 辛未 朔,「 詔留 守 衞 都 指 揮使 司,修 築京 師城 。 周 一
萬七 百 三 十 四丈 二 尺,爲 歩 二萬 一 千 四 百 六十 八 有 奇,爲 里 五十 有 九 。 内城 周 二千 五 百七 十
一丈 九 尺 ,爲 歩 五 千 一 百 四十 三,爲 里十 有 四。」
(II5)『 明 太 祖 実 録』 巻220,洪 武25年8.月 癸 酉,「 改 建 宗 人府 ・五 府 ・六 部 ・太 常 司官 署 。
上諭 廷 臣 日,『 南 方 爲 離 明 之 位,人 君 南 面,以 聽 天 下 之 治,故 殿 廷 皆 南嚮,人 臣則 左 文 右
武,北 面 而 朝 禮也 。 五府 六部 官 署,宜 東 西 並 列 。其 建 六部 於 廣 敬 門之 東,皆 西 嚮 。建 五 府
於 廣敬 門 之 西,皆 東 嚮 。 惟 刑 部 掌 邦刑,已 置 於 西 北 太 平 門 之 外。』 於 是,以 宗 人 府 ・吏 ・
戸 ・禮 ・兵 ・工 五部 列 於 廣 敬 門 之 東。 中 ・左 ・右 ・前 ・後 五 府 ・太 常 司列 於 廣 敬 門 之西,
悉 改造,令 規 墓 宏 壯 。命 主事 高 有 常 董 其役 。」
(116)『 明太 祖 実録 』 巻236,洪 武28年 正,月 壬 子,「 置 皇 城長 安 ・東 安 ・西安 ・北 安 四 門倉 儲
糧,以 給 守 禦 軍 士,倉 設 副使 一 員 。」
(117)『 明 太 宗 実 録 』巻43,永 楽3年6,月 丙戌,「 拓 西 安 門 外 地,改 築 西 華 門 外 皇牆 。」
(118)『 明世 宗 実録 』巻403,嘉 靖32年10,月 辛 丑,「 新 築京 師外 城 成 。上 命 正 陽 外 門名 永 定,
崇 文外 門名 左 安,宣 武 外 門名 右 安,大 通橋 門名 廣 渠,彰 義 街 門名 廣寧 。」 万暦 『大 明 会典 』
巻187,工 部7,営 造5・ 城 垣 ・京城,「 嘉 靖 二(?)十 三 年 築 重 城,包 京城 南 一 面,轉:
抱東 西 角 樓 止 長 二十 八 里,爲 七 門。 南 日永 定 ・左 安 ・右 安 。東 日廣 渠 ・東便 。 西 日廣 寧 ・
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西便。城 南一南(面?)長 二千 四百五十 四丈 四尺七寸,東 一千八十五丈一尺,西 一千九十
三丈 二尺,各 高二丈,燥 口四尺,基 厚二丈,頂 收一丈 四尺。 四十 二年,増 修各門甕城。」
(119)万 暦 『大明会典』巻187,工 部7,営 造5,城 垣 ・皇城,厂 皇城起大 明門 ・長安左右 門,
歴東安 ・西安 ・北安三 門,周 圍三千二百二十五丈九尺 四寸,内 紫禁城起午 門,歴 東華 ・西
華 ・玄武 三門,南 北二百三十六丈二尺,東 西各三百二丈九尺五寸。城高三丈,探 口四尺五
寸五分。基厚 二丈五尺,頂 收二丈一尺二寸五分。」
(120)万 暦 『大明会典』巻181,工 部1,営 造1・ 内府 ・宮殿 門楼規制,「 大明 門 ・長安左 門 ・
長安右門 ・東 安門 ・西安門 ・北安 門 〔割注〕以上六門,倶 皇城 門。」
(121)北 京遷 都後も,皇 城 が蕭牆 と呼ばれ る ことがあった。『明宣宗実録』巻46,宣 徳3年8
月 乙巳,「 行在都察院右都御 史顧佐奏,蕭 牆之外,置 鋪夜巡,提 鈴達曙,巳 是定制。今 臣
毎於 四更來朝,而 長安右 門諸鋪提鈴 已絶,旗 軍熟睡,軍 民人等喧雜往來,不 復 呵問,怠 慢
不嚴。請 申明約束,違 者治罪。從之。」『明英宗実録』巻354,天 順7年7月 庚子,「 修大
明門 ・正陽 ・長安左右等門 ・道路 ・蕭牆 ・守衞直房。」
(122)『 明太宗実録』巻232,永 楽18年12月 癸亥,「 初營建北京。凡廟社郊祀壇場 ・宮殿門
闕規制悉如南京,而 高敞壯麗過之。復於 皇城東南建皇太孫宮,東 安門外東南建十王邸,通
爲屋八千三百五十盈。永樂十五年六月興工,至 是成。」
(123)皇 城東南の皇太孫宮 とは,東 華 門外東南の 「東苑」 のことであろ う。永楽ll年5.月,
第2次 巡幸 中の帝 は,こ こに行 幸 して,皇 太孫以下の諸王や重臣たちの撃毬射柳 を参観 し
てい る。の ちに,文 武群 臣や四夷朝使,北 京の耆老 も招 かれ る端午 の節句の恒例行事 となっ
た(『 明太宗実録 』巻140,永 楽11年5,月 癸未,巻164,永 楽13年5,月 辛丑)ま た13年
に皇太孫のため幼 軍を選んで編成 された府軍前衛の衙 門も,こ の附近 の中城保 大坊 に置か
れていた。その後,皇 太孫 が宣徳 帝 となる と重華宮(小 南城,南 内)と 改 め,帝 の齋宮(致
齊之所)と した。楊士奇 『束里詩集』巻1,「 賜遊東苑詩有序」。黄佐 『翰林記』巻16,
賜観撃毬射柳 。
(124)『 明宣宗実録』巻91,宣 徳7年6月 甲辰,「 上以東安 門外縁河居人,逼 近黄牆,喧 囂之
聲,徹 于大 内。命行在工部,改 築黄牆于河東,皇 城之西有隙地甚廣,豫 徙縁河 之人居之。
命錦衣衞指揮 ・監察御 史 ・給事中各一員,度 其舊居地廣狹,如 舊數與地作居。凡官 吏軍民
工匠,倶 給假二十 日,使 治居。」
(125)『 明宣宗実録』巻94,宣 徳7年8月 己亥,「 移東安門于橋之東。」
(126)『 明英 宗実録』巻42,正 統3年5月 癸 巳,「 遷 甲乙丙丁等庫於 内府。初,上 以各庫在外
出納不便,久 欲遷 移,不 果。至是,始 遷 之。」
(127)『 明英宗実録』巻58,正 統4年8,月 丙 申,「 以新造天財 甲乙丙丁等庫成,欲 盤移庫藏:,
命魏 國公徐顯宗 ・行在 戸部侍郎呉璽,総 理其事。」
(128)史 玄 『旧京遺事』,厂京師大城一重,周 四十五里,城 九門,周 正如印。南頭正陽 ・崇文 ・
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宣武 三門。東頭朝陽 ・東直二門。西頭阜成 ・西直二門。北頭徳勝 ・安定二門。大城内爲 皇
城,皇 城六 門,大 明南 向直正陽門,東 安直朝陽門,西 安直阜成門,北 安當徳勝 門。大明東
轉:長安左 門,西 轉長 安右 門。於京師正 中。皇城 内樹色 菁葱,罘 慝金雀,人 騎 馬上可望也。
城外紅鋪七十二,禁 軍守之。皇城 内爲宮城,八 門,正 南第一 門,日 承天之門,二 重門 日端
門。三重 門日午 門。午 門魏闕分焉,日 左掖門,日 右掖門,正 南有五門也。東日東華,西 日
西華,北 日玄武。周 回紅鋪三十六,亦 禁軍守之。城河繞焉。皇城 之内,其 山萬壽,其 水海
子,其 田西苑。萬壽山俗 云煤w,聖 上重九 日登高於此。海子即太液池。西苑 有幽風亭也。
宮城 亦云紫禁城,處 皇城南隅。」
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